
議案第９２号 

 

公の施設の指定管理者の指定について（サンプール） 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指

定管理者として次のとおり指定することについて、同条第６項の規定により、

議会の議決を求める。 

 

令和４年１２月１日提出 

 

                    南あわじ市長 守 本 憲 弘  

 

 

記 

 

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称 

   南あわじ市温水プール「サンプール」 

 

２ 指定管理者となる団体 

   所在地  大阪市北区梅田一丁目１１番４－２１００号 

        大阪駅前第４ビル２１階 

   名 称  株式会社 エヌ・エス・アイ 

         代表取締役  石川 端 

３ 指定の期間 

   令和５年４月１日から令和１０年３月３１日 

  



【南あわじ市温フ プール『ｒサンプール』］】

指定管ＩＩ者候補Ｓ定に関する資料
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（・ｇｉ様式 ２号）

南あわじ市教育委員会

指定管理者指定串請書

様

指定管理者の指定を受けたいので、 次のとおり申請します。
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【収入増に向けたＲ組み】

３， ８７０ ３， ９４０ ３， ７１０

合計

５４ ，３５０

１９，２６９

１６，４７５

２３ ７， ０４８

３２ ７， １４２

１６４， ４４８

（単位： 干Ｒｊ）

備考

物！坂・ 自販機・ リンパ

水丿永ミ畋室

３， ０５ ０　 事務用品 ・備品購入費

８７，６４５

２， ５００

９， ０００

４００

９， ５００

１７ ，０ ００

９， ２２０

０

０

３， ５００

３， ５５０

３， ０００

３１ ０， ８１３

３， ５８３　　 １６ ，３ ２９

通信９・ 商品仕入れ

保険費
Ｓ械警Ｓ・システム・ ＦＡＸ・

器等

電気保守・空調９守・ 消ａ５点
検機Ｍほ備・ 自動ドア

発き ・配達費

リース４ｊＣ ・Ｊ務機器‐式

広告宣伝費

⑦自生事・において、 ｌｔ隣施ａと タイ アップし、集きをはか ります。

②ｔＳＩ白りにまきをＥちする。
③スクールバスをまき塔に し、 集客を回る。

④一ＳＩＪＪＩＩ において も、 き隣まま とタ イア ップを回 る。
⑤一愀皿において、ポイスティ ングを行い、 集客を回 る。
⑤館肖Ｉでのイベント をＳ化し、来Ｓ者を員が楽しめる加ｌａにします。

【経費縮減に自けたＲ組み】

①人Ｗｍ直し、効串の臭いＳ営を行いま す。

②冬Ｓは、熱をにがさ ない よう に、 ’転熱シート を張る。 プールシート をかぶせる。

③チラーのＳ転１ゆ間をｌｉ作 し、 無駄のないよ うにする。
④毎日のメーターのチェック行い 、ヽを細な変化に気づく。

（Ｓ）備品を大ｇ］になり 扱い、を加１なメ ンテナンスｔむ挧ヽけ る。
⑥書類のデータイヒをむい、紙のき駄：きいを減 らす。

（ｊｉｌ ）単Ｑは 『千ＦＩ 』、 会計年度は４　ＪＥ１　１　日か ら１１年 ３Ｊ１３　１　日と します
（ｊ圭２ ）『役務費』 には、『通ｔＲ』、『広告料』．『手数料』、『保険料』 等を記入 して くだ さい

（１１３ ）｜ｒ指定管１１料ＪＩには、 管！Ｅ業務実施の対価 とし て指定管ＩＩ者が受け・る額を記入 して くだ さい

Ｐ３



南あわじ市温水プール ｒサンプールｊ

指定管ＩＩ業務に関する基本協定書 （フ）
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Ｓ水プール「サンプール」 指定管ｌｌ業務に関する基本協定書 （案）

南あわじ市（以下 「市」という 。） と株Ｚ会社エヌ・ エス ・アイ「ｌ」下「指ｔ苞理者」

という。）とは、 南あわじ市のむの施設である「南あわじ市Ｓ水プール 「サンプール」］」

（ぷ下「蓖設」という。） の管Ｓ及び兼営に間する業務（ぷ下 「管ミ業務」 とい う。 ）に

ついて、 南あわじ市むの施設に係る、指定管理者の指定手続等に関する条例 （ｌｌは１７年南

あわ じ市条例第２０６号、 功、下「指定管ヨ者条例」 とい う。 ）第了条の規定に基づき、 次の

とおり基本的な事項について協定（ぷ下 「基本協定」 という。 ）を締結する。

第１ 章　総則

（趣旨）

第へ 条　 この基本協定は、 南あわじ市温水プール条例 （平ぼ１ ９年南あわじ市条例第３８

号、 以下 「温水プール条例」という。） 第１３条の規定により指定管ミ者に」＝Ｓ定？された

指定管ミ者が行う施設の管ヨ業務に関し必要な事項を定める。

（２共性及びＥ間事業の趣旨の尊重）

第２条　指定管理者は、温水プール条例第１ 条に規定する施設の設置目的に基づき、施

設の管ＲＩヨ１運営をぞｊうことに対し、求められる２共性を十分にＳ解し、その趣旨を尊重

するものとする。

２　 市は、事業がＳ間事業者によって実施されるものであることを十分理解 し、 対等な

立場に立ってその趣旨を尊重するものとする。

（信義誠実の原則）

第３条　市Ｒび指定管理者は、 ｎいに協力し、信義を重んじて協定を誠実に履行 しなけ

ればならない。

（ｍ語の定義）

第４条　 この基本協定において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれぎｉ該各号に定

める とこ ろに よる。

（ｎ　指示開Ｑ台日　ｍ定管ＲＳｉ９に定めるｍ７１２期間の開票日のことをい う。

（２）指定管ヨ料　市が指定管ヨ者に対して支払う管理業務の実施に関する対価のこと
●

ｌ

をい う。

（３）自主事業　 第７条に規定 した管！Ｉ業務功、外の業務で、指定管ミ者が自己の責任と費

用において実施する業務のことをいう。

（４）提案書　施設の指定管ミ者の公署にあた り、 指定管理者が握日ｊした業務提案書の

こと をい う。

（５）不ｉｊＪ祖力　 天災 （地震、 津波、落Ｓ、 暴風雨、 ｊ具水、 異常降雨ｉ、 土砂崩壊等）、人

ｒ
ｏＰ



災（戦争、テ ロ、 暴動馬）、法令変更及びその他市Ｒび指定管理者の責めに鴨すことの

できない事ＥＩヨ をいう。 なお、施設利ｍ音数の増減は、 不‘ｑＪ抗力に含まないものとする。

（６）法令　 すべての法律、法規、 条例及び・規の手続きを経て２布された５ａ機関の

規程を言う。

（了）募ｌｌＲｌ戛　サンブール指定管ミ者募集要項のことをいう。

（８）募集要項等　募集Ｓｍ、サンブール指定管ミ仕様書（ぷ下 「仕様書」と いう。）Ｒ

びそれらに係る質問回答のことをい う。

（９）利用料金　施設の利ＪＩの対価と して指定管理者に支払われる施設の１』用料金のこ

とをいう。

（管ヨ物件）

第５条　指定管ミ者が管ミする施設、物品等 （以下「管理物件」という 。） の対まは、私

紙に掲げる財産管理台帳（別紙 ｜） によるものとする。

２　 指定管理者は、管Ｓ物件を常に善良なる管理者の注意をもって管理しなければなら

ない。

（指定期間）

第６条　市が指定管ヨきを指定管ミ者としてｍ定する期間は、 令享［］ ５年４Ｊｌｊ　１　日から令享口

１０年３ＪＥｊ３ １日までとする。

（管理業務の範囲）

第了条　指定管理者が行う業務の範回は、温水プール条例第１ ３条の規定に基づき、 次の

とおりとする。

目） 施設の使用の許ｉｍ、び使用の制限に関する業務

（２）施設の維持管理及び運営に関する業務・

（３）施設の使ｍ音がその施設又は設備を損傷し、又は滅失したときにおける損害賠償

の手続きに間する業務

（４）前各号に掲げるもののほか、 市Ｒが６要と認める業務

２　 前項に掲げる業務の詳細は、仕様書に定めるとおりとする。

（業務実施条件）
ｄ

第８条　指定管ヨ者が管ＥＩＩ業務を実施するに当た って満たさなけれぱな らない条件は、

仕様書に示すとおりとする。

（管理業務の実施）

ｉ９ 条　指定管Ｅ者は、基本協定、 条例、関係５ｉ！ｉ令等のほか、募集要項等及び提案書に

従って管理業務を実施するものとする。

２　 基本協定、募集要項等ａび提案書の間に矛盾、食い違い等がある場合は、基本協定、

募集要項等、 提案書の順にその解釈が優先されるものとする。
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３　 前項の規定にかかわらず、 提案書にて仕様書を上回る水準が提案されているＳ合は、

提案團に示された水準によるものとする。

（開業準備）

第１ ０条　指定管ミきは、指定開始日に先立ち、管ミ業務の実施に必要な資格者Ｒび人材

を確保し、必要な研修等を？モｉわなけれぱならない。

２　 指定管理者は、必要と認める場合に は、 指定開始日に先立ち、 市に対して施設の視

察をＥＩヨし■ることができるものとする。

３　 市は、ｍｍら加Ｉ回の 申日ｊを・けた１合は、台ヨ白！］ なｌｌＥｔヨ のある廸台をほい

てその串出に応じなけれぱならない。

（第Ｅ者による実施）

第へ１条　ｍ定管・者は、事前に市の承諾をｉけた場合、管！ｌ業ｇの一部を第Ｅきに１託

し、 又は請け負わせることができる。

２　 指定管理者が管ミ業務の一部を第Ｅ者に実施させる場合は、すべて指定管ミ者の責

任Ｒび費ＪＥ目において行うものと し、 管理業務に関 して指定管理者が使用する第Ｅ者の

責めに帰すべき事由により生じた損害Ｒび増加費目については、すべて、指定管ＥＥＩ者

の責めに帰すぺき事Ｅｔｌにより生じた損害及び増加費目とみなして、 指定管ミ者が負担

するものとする。

（覧設のａ修等）

第へ２条　施設Ｒび設備機器 （ぶ下‘「施設設備等」という。） の改造、 増Ｓ、移設Ｒび１

１牛あたり５ ０７こｉＦヨをａえるｆｌｌ旒については、 市が自己の回目とで両日ＥにおいてＳ・する

ものとする。 なお、前述する額には消費税Ｒび地力消費税を含むものとする。

２　 前項勁、外の修繕については、 すべて指定管■者が自ａの費ＪＩと責任において実施す

るものとする。なお、 施設の老朽化を鑑み、 ９急かつ的確に対応を ？モｉう こと。

（緊急時の対自）

第１ ３条　指定期間中、 管ミ業務の実施に関連 して事故や災害等の緊急事態が発生 した場

合、 指定管理者は速やかに必要な措置を講じるとともに、 市を含む関係者に対して緊

急事態ａ生の旨をｉｉ報しなければならない。

２　 事故等が発生した場合、指定管！ヨ１者は市と協力して事故等の原因調査に当たるもの

とする。

（個人情報の保護）

第１ ４条　指定管ミ者がＲ扱う個人情報については、南あわ じ市個人情報保護条例 （ｊＦ成

１７年南あわじ市条例第１７号）の規定を準ｍし、個人情報の漏洩、滅失又はき損の防

止その他保有する個人情報の適９な管理のために必要な措置を講じなければならな

い。



２’ 指定管ｌｌ者又は管理業務の一部又は全部に従事する者は、・該管ミ業務により知り

得た個人情報を他人に知らせ、 又は不肖な目的に使用 してはならない。

３　 前２項にかかる麌琉については、別記１ 「個人情報Ｒ扱特Ｅ事項」 に規定する。

（管理業務にかかる情報の２開）

第１ ５条　施設の管ミにおいて指定管理者がＲ扱う情報について、南あわじ市情報Ｓ開条

例（ｉｌｌは１７年南あわ じ市条例第１ ８ｇ）の趣旨にのっと り、 ＳＳの２開に関して６・

站、措置を講ずるよう努めなければならない。

第２章　備品の扱い

（市による備品の賞き）

第１６条　市が指定管Ｓきに無償で貸与する備品（ｌｊ下「 １　１１１備品」 という。）は、仕１乗

書に記載するとおりとする。

２　 指定管ヨ者は、指定期間中、１ 種備品を常に良好な状態に保つものとする。

３　 １種備品が経年劣化等により管理業務実施の用に供することができなくなった場

合、 指定管理者は必要に衂 じて購入又は調達するものとする。

４　 指定管！ｌ者は、 故意又はＳ失によ りＩ 種備品を毀損滅失 した ときは、 市との協議に

より、必要に応じて市に対しこれを弁償又は目ごの費目で当該物と同等の機能及び価

偵を有するものを購入又は調達 しなけれぱならない。

（指定管ミ者による備品の購入等）

第１７条　指定管理者が指定管ｎｌヨ料により管理業務実施のため購入又は調達した１ 種備

品Ｕ外備品等 （以下、 「Ｈ 種備品」 とい う。 ）は、仕様書に記載すると おり とする。

２　 １１ 種備品が経年劣化等により管ミ業務実施の用に倶することができなくなった揚

合、 指丿回管Ｓ＝酉は、ｍ定管ミ料により当ａＨ ・備ａを購入又は調 盞`するものとする。

３　 指定管ヨ者は、前２項Ｒび前条に定めるもののほか、 指ｉ２管ヨ者の任意により 購入又

は戛達した備品（ぶ下 「ｍｌｌ備ｎ」という。） は、 仕様書に回戦するとおりと し、 管ミ

業務実施のために倶するこ とができるものとする。

（備品台帳による管Ｓ）

第１８条　指定管理者は Ｉ種備品からｍ種備品の分類ごとに備品台帳を作成し備品の管

ＥＥＩを １モｉわなければなら ない。

２　 指定管理者は、使用状況を把握するため年へ回Ｕ上台帳と備品を突合するものとす

る。

３　指定管理者は、市から備品台帳の提出を求められたときは、速やかに提出しなけれ

ぱならない。

第３章　業務実施に係る市の確認事項
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（事業計画書）

第１ ９条　指定管理者は、毎年度市が指定する期日までに事業計画書を提出し、市の確認

を得なければならない。
Ｓ

２　 市及び指定管理者は、 事業計画書を変更しようとするときは、 市と指定Ｗミ者の協

議により 決定するものとする。

（事業報告書）

第２０条　指定管ミ者は、毎年度終了後、 管ヨ業務に関 し、 市が指定する期日 までに次の

ｇ１１に示す事・を記載した事ＭＳ告書を提ｌし、市の確認を得なければならない。

（１ ）管理業務の実施状Ｓに関する事項

（２）施設の利用状Ｒに関する事項

（３）罰金収入の実績及び管理経費等の収支状況等

（４）自主事業の実施状Ｓに関する事項

（５）前号に掲げるもののほか、市が指示する事項

２　 指定管！ｌ者は、 市がＳ３６条から第３８条の規ｌ？にａづいて年度途中においてｍ定‘ほ

理者に対する指定管ミ者の指定をＲり消した場合には、市が指定する期日までにｉ該

年度の当該日までの間の事業報告書を提出しなければならない。

３　 ｍ・Ｗｌｌき は、 縦匹了ま、Ｗヨ・Ｓに回し、市がｍｔするＳ 日までにまのｇ］戛に

示す事取を記載した１日次報告書を提日ｊし、市の確§ｌを得なけれぱならない。

（｜ ）管理業務の実施状況に関する事項

（２）施設の利用状況に関する事項
Ｉ

（３）料金収入の状況等

（４）前ｇに掲げるもののほか、市が指示する事項

４　 市は、め要があると認めるときは、 事業報告書の「カ容又はそれに関連する事梟につ

いて、指定管理者に対して報告書又は口頭による説明を求めることができるものとす

る。

（業務実施状Ｓの確認と改善勧告）

第２１条　市は、事業報告書の確認のほか、指定管理者による業Ｒ実施状Ｓを確認するこ

とを 目的 として、 随時、管理物件へ立ち入ることができる。ま た、 市は、指定管理者

に対して管理業務の実施状Ｒや管理業務に係る管ヨ経費等の収支状Ｓ等について説明

を求めることができる。

２　 指定管理者は、市から前項の申皀を受けた場合は、合ミ的な理由がある場合を除い

てその申出に痂じなけれぱならない。

３　 前条Ｒび本条第１ 項による確認の結果、 指定管理者による業務実施が仕様書等、市

が示した条４牛を満たしていないＳ合は、市は指ｔ管ミ者に対してＭ務の改善をｌ］告す

Ｐ９



るものとする。

４　 指定管ヨ者は、前項に定める改善勧告を受けた場合は、速やかにそれにＳじなけれ

ぱならない。

第４章　指定管Ｓ料Ｒび利只ｌ料金

（指定管９料の支払い）

第２２条　 市は、管Ｓ業務実施の対価として、 指定管！Ｉ者に対 して １年間あたり金

１０，８７０，０００ ＦＥＩ（ ５年間合お十金５４，３５０，０００Ｐヨ、 消費税Ｒび地力消費税を含も。 ）を

支払うものとする。

２　 前項の対価は、指定管理者の請求により毎年 ４回 （６ 月、 ９月 、へ ２月 及び１１年３

月） の分割にて支払うものとする。

（指定管理料の変更）

第２３条　指定管理料の額を変ｉｌすべき物ＳＵな事情がま じた場台、その都度、 市指定管ミ

者協議の上、 定めるものとする。

『１ミ１』用料金収入のＲ扱い）

第２４条　指定管ヨ者は、施設に係るｌ」用料金を当該指定管理者の収入として、 収受する。

（利用料金の決定）

第２５条　利用料金は、 指定管９者が、温水プール条例に規定する利ＪＩ料金の範囲内にお

いて定めるものとする。ただし、その決定ａび改定については事前に市の承諾を受け
Ｓ

るものと し。 必要に応じて市と指定管理者の協議を行うものとする。

第５章　損害賠｛ｉこａびＦＩ抗力

（損害賠償等）

第２６条　指定管理者は、故意又はａ失により管理物件を損傷し、又は滅失したときは、

それによって生じたま害を市に賠償しなければならない。 ただ し、 市が特ＳＵの事情が

あると認めた とき は、 市は、その兔部又は一部を免除することができるものとする。

（第Ｅ者への賠償）

第２７条　管Ｓ業務の実施において、 指定管理者に帰すべき事由により第Ｅ者に損害が生

じた場合、指定管Ｓ者はその損害を賠償しなければならない。 ただ し、 その損害が市。

の責めに帰すべき事由又は市指定管理者ｇ方の責めに帰すことができない事由による

場合は、 その限りではない。

２　 市は、指定管１１者の責めに帰すべき事Ｅｔｌにより発生 した損害について第Ｅ者に対し

て賠償した場合、 指定管ミ者に対して、 賠償 した金額Ｒびその他賠償に伴い発１１Ｅ した

費用を求償するごとができるものとする。

（保険）
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第２８条　管理業務の実施にあたり、 指定管ミ者が加入しなけれぱならない保険又は保険

料を支払わなければならない保険は仕様書に規定するとおりとする。

（不可抗力発生時の対応）

第２９条　不可抗力が素生した場合、 指定管・きは、不可抗力のＳ習を９期に囘ミきすべく

早急に対応指頭をとり、不可抗力により発生する損害 ・損失Ｒび増加費・を最小限に

するよう努力 しなけれぱならない。

（不可抗力によって発生した費目等の負担）

第３０条　不可抗力の発生に起ｌｉ］ して指定管理者に損害 ・損失や増加費ｍが発生した場

合、 指定管ヨ者は、そのＩカ宕や程度の詳Ｍを記載した書ｉｊを持って市に通気］するもの

とする。

２　 市は、前項の通タミ［］を受け取った場合、 損害状Ｓの確認を行った上で市とｍｉ？ＷＲ者

の協議を５い、不可抗力の氛定や費用負担等を決定するものとする。

３　 不可抗力の発生に起因して指定管ミ者に損害 ・損失や増加費用が発生したＳ合、当

該費ｍについては合ミ性の認められる範囲で市が負担するものとする。 なお、指定管

理者が加入した保険により 補てんされた金額相台１分について は、 市の負担に含まない

ものとする。

４　 不可抗力の発生に起因して市に損害 ・損失や増加費目が発生した場合、 当該費目に

ついては市が負担するものとする。

（不可抗力による一部の業務実施の免除）

第３１条　前条第２項に定める協議の結果、不可抗力の発生により管ミ業務のー部の実施

ができなくなったと認められた場合、指定管理者は不Ｗ抗力により影響を受ける限度

において基本協定に定める義務を免れるものとする。

２　 指定管ミ春が不乃丿抗力により業務の一部を実施できなかった場合、市は。 指定管。ヨ

者との協議の上、 指定管ＥＩヨきが当該業務を実施できなかったことにより免れた費Ｊ１分

を指定管ミ料から減額することができるものとする。

（連帯保証人）

第３２条　指定管理者は、基本協定締結に当たって連帯保証人を立てることとする。連

帯保証人は、 指定管ミ春の責に帰すぺき事由 によ り、 ＭＲの継続がｌ難となった場８

に、 次の指定管ミ者へのＳＩ継ぎが行われるまでの開、指定管理者を支援するとともに、

指定管回春の損害賠償金、 指定管ヨ料で市が支出 した額のうち、執１モｉが確認できない

場合、その未執？モｉ額等施設の管Ｅ運営費等の支払いを保証するものとする。

２　 連帯保証人は、前項のｐメＳｊ容の履１モｉに必Ｓな資力、能力を有するものとし、 市の承認

を得るものとする。なお、 市が不適当と認めるときは、指定管理者はその変更を しな

くてはならない。
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第６章　指定期間の満了

（業務の引継ぎ等）

第３３条　ｍｔＷヨきは、Ｍ本協ｔのＳ了に際し、 市又は市が指ｊｒするものに刈し、 管ヨ

業務の引継ぎ等を行わなければならない。

２　 市は、必要と認める場合に は、 基本協定の終了に先立ち、 指定管理者に対して市又

は市が指定するものによる施設の視察を申し出ることができるものとする。

３　 指定管理者は、市から前項の申出を受けた場合は、合理的な理由のあるＳ合を除い

てその串・に疝じなけれぱならない。

（回状復帰義務）

第３４条　指ｉ？管ミ者は、 ｔ本協定の終了までに、指定開始日をａ準として管ミ物１牛を原
・

状に回復 し、 市に対して管理物件を明け渡さなけれぱならない。

２　 前項の規定にかかわらず、 市が認めた場合には、 指定管理者は管理物件のほ状回復

は？うわずに、ｌａ市が定める状態で市に対して管ヨ物１牛を明け渡すことができるもの

とする。

（備品等のＲ扱い）

第３５条　基本協定の終了に際し、備品等の扱いについては、まのとおり とする。

（１ ）指定管回春が指定管ｌヨ料により購入した Ｉ種備品等Ｒび五種備品等については、

市又は市が指定するものに対して引き継がなければならない。

（２）ｍ種備品等については、 原則として指定管理者が自ａの責任と費目で撤去 ・撤収

するもめとする。 ただし、 市と指定管理者の協議において両者が合意した場合、 指定

管理者はｉ市又は市が指定するものに対して引き継ぐことができるものとする。

第了章　指定期間満了ぷ前の指定の】ｌり消し

（市による指定の回り５肖 し）

第３６条　市は、指定管・者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、その指定

をＲり消 し、 又は期間を定めて管理業務の全部若しく は一部の停止を命することがで

きるもの とす る。

（１ ）業務に際し不ｉＥ行ぬがあったとき

（２）市に対 し虚偽の報告をし、又はｉＥ・なＥＩ？ ＥＩヨなく報告等を拒んだとき

（３）指定管ヨ者が基本協定内容を履行せす、又はこれらに違縦したとき

（４）自らの責めに帰すべき事由により指定管理者から基本協定締結の解除の申出があ

ったとき

（５）その他、市が必要と認めるとき

２　 市は、前項に基づいて指定のＲり消 しを ｉモにお うとする際には、 事前にその旨を指定
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管ＥＥＩ者に通Ｍ］した上で、 次の事項につ いて指定管９者と協議を行わな けれぱな らな い。

（｜ ）指定Ｒり消 しの理由

（２）指定管理者による改善策の提示と指定回り ５肖 しまでの猶予期間の設定

（３）その他必要な事項

３　 第１ 項の規定 によ り指定をＲり ５肖 し、 又は期間を定めて管ミ業務のｔ御台 しく はー

部の停止を命じた場合において、指定管ミ者に損害・ 損失や増加費用が生じても、市

はその賠償の責めを負わない。

（指定管理者による指定のＲり消しのＥＩヨ出）

第３７条　指定管理者は次のいすれかに該当する場合、 市に対して指定のＲり 消しを串し

出ることができるものとする。

（１ ）市が基本協定内容を履行せす、又はこれらに違・したとき

（２）市の責めに鶚すべき事ＥＩヨ によ り指示管・るが損害又は損央を被っ たとき

〔３〕その他、指定管理者が必要と認めるとき

２　 市は、鼈］項のＥＩヨ 出を受けた場合、 指定管理者との協議を経てその処置を決定するも

のとする。

（不可抗力による指定のＲり消 し）

第３８条　市又は指定管理者は、 不可抗力の発生により、管理業務の継続等が困難と判断

した場８ は、 相手方に対して指定取 り消 しの協議を求める ことができるもの とす る。

２　 協議の結果、 やむを得ない と判断された場合、市は指定のＲり 消しを行 うものとす

る。

３　 前項におけるＲり消しによって指定管！Ｉ者に発生する損害・ 損失Ｒび増加費用は、

合ｌｌ性が認められる範回で市が負担することを原ｍとして市と指定管ミ者の協議によ

り決定するものとする。

（指定期間終了時の取扱い）

第３９条　第３３条から第３５条の規定は、第３６条から第３８条の規定により基本協定が終

了した場８に、これを準用する。ただし、市指定管！ｌ者が合意した場合はその限りで

はな い。

第８章　その他

（権利・ 義務の譲渡の禁止）

第４０条　ｍ定管ミ者は、基本協定によって生ずる権禾ｌｊ又は義務を第五音に譲渡し、又は

継承させてはならない。ただし、事前に市の承諾を受けた場合はこの限 りではな い。

（一括再委Ｓ＝Ｅ１等の禁止）

第４１条　指定管理者は、管理業務の全部又はその主たる業務を一括して第Ｅ者に下請け

Ｑ
．
一
ｙ
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させ、又は再委託することはできない。
∽

（管ヨヨ業務の範囲夕１ヽの業務）

第４２条　指定管・者は、施設の設置目的に合致し、かつ管理業務の実施を妨げない範囲

において、自己の責任と費Ｊｌｌにより、自主事業を実施することができるものとする。

２　 指・管Ｓきは、自生事業をま施する場合は、 巾に対して事業計画書を提包し、事前

に市の承諾を受けなく てはならない。その際、市と指定管理者は悒、要に応 じて協議を

行うものとする。

３　 市と指定管ミ者は、自主事業をま施するに当たっ て、 別途の自主事業の実施条件等

を定めることができるものとする。

［請求、 通Ｍ］等の様式その他）

第４３条　基本協定に関する市指定管理者間の請求、通タミ［ｊ 、ＥＩヨ 出、 報告、承諾及び解除は、

基本協定に特別の定めがある場合を除き、書ｌｊにより行わなけれぱならない。

２　 基本協定の履行に関して市指定管理者闘でｍいるき語は、 日本語とする。

３　 基本協定の履５に関して巾指定管ヨ者開でＪＥ目 いる計量単位は、 基本協定に特別の定

めがある場合を除き、 計国法（１１ｚ咸４年法律第５１号）の定めるところによる。

（協定の変更）

第４４条　管・築・に回 し、 管ＳＭＲの前提条件や １７ＳＪ容にｔ黶Ｔ浮生じたとき又は特ＳＵな事

情が生じたときは、市ど指定管ミ者の協議の上、 基本協定の規定を変更することがで

きるものとする。

（解釈）

第４５条　市が１本協定の規定にａづき書類の■９、通Ｘ口若しくはｒＺ会い をｉモｉ い、 又はａ

明若 しく は報告を求めたこ とを持っ て、 市が指定管理者の責任において行うべき業務

の兔剖又は一部について責任を負担するものと解Ｒしてはならない。

（疑義についての協議）

第４６条　基本協定の各条項等の解Ｒについて疑義を生 じたとき又は基本協定に特別の

ｊ？めのない事ＪＩについては、市と指定管理者の・議の上、 これを定めるものとする。

こめ基本協定の締結を証するため、 本書を３通作成し、市、指定管ミ者及び連帯保証
人がそれぞれ記名押印の上、吝１通を保有する。
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令和５年４月へ日

市 兵庫県南あわ じ市市善光Ｗ２２番地１

南あわじ市

代表者　南あわじ市長　守本　憲Ｓム

指定管理者　　 住　所

名　称

代表者

連帯保証人　　住

氏

所

名

ｒ
ｎ
）１Ｐ

ｅ

○



個人情報取扱特Ｅ事項

（基本的事項）

第１ 条　指定管理者は、個人情報（個人に関する情報であって、特定の個人力ｌｅＵされ、又は識

別され得るものをいう。Ｍ下回じ。）の鶚、護の１１１皿、このＳ定による業務を実鼈す

るに当たっては、 個人の権利利」益を侵害することのないよう、個人情報を適ヨこ取り扱わなけ
ればならない。

（秘密の保持）

第２条指定管理者は、 この協定による業務に関して知ることのできた個人情報をイ仙こ漏らして

はならない。 この協定ｔＭ了し、又は解除された後においても、同様とする。

（収集の制限）

第３条　指定管理者は、この協定による業務を５うために個人情報を収集するときは、その業務

の目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ２ｍな手段により行わなけれぱならない。
（ｌｉＥＷ・）

第４条　指定管理者は、この協定による業務に関してＸ口ることのできた個人情報の瀾えい、 滅失

らない。

（利ｍＲび提供の制限）

第５条　指定管理者は、市の指示又は承諾がある場合を除き、 この協定による業務に関して知る

ことのできた個人情報を協定の目的ぷ外の目的に利回 し、 又は第Ｅ者に提供してはならない。
＝

（複ぢ又は複製の禁止）

第６条　指定管ミ者は、この協定による業務を処理するために市から引き渡された個人情報が記

録された資料等を、市の承諾なしに複ぢし、 又は複製してはならない。

’（再委託の禁止）

第７条指定管理者は、 この協定による業務を行うためのｆｌ人情報の処ヨは、自ら５うものと し、

市が承諾した場合を除き、 第Ｅ者にその処ミを委託してはならない。

（資料等の・還等）

第８条指定管！ヨヨ者は、 この協定による業務を処理するために市から引き渡され、 又は指定管ｌｌ

者自らが収集若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、業務完了後朧ちに市に返還

’し、又はＳ Ｉき渡すものとする。 ただし、 市ヵ９Ｕに指示したときは、その指示に従うものとする。
（従事者へのＪＩタミ［］）

ぢ４　１ＥＩＥｉｍＥＩきは、この協定｜こよる鶚Ｒに従事するｔに力して、 白五回中京び・Ｓ６こおいて、
この業務に関してタミ［］ることのできた個人情報を他に漏ら してはならないこと、 協定の目的以外

の目 甄］に・ｍしてはならないことなどＳ人・蜀＆の９ほに回 し必Ｓな事■を■ タミ［］するものとす
る。

（実地調査）

第１ ０条　市は、必要があると認めるときは、 指定管理者がこの協定による業務の執行に当たり

Ｒり扱っている個人情報の状況について随時実地に調査することができる。

（事故報告）

第ヘヘ条 指定管理者は、この協定に違・する事態が生じ、 又は生するおそれのあることをＭ］つ

たときは、速やかに市に報告し、市の指示に従うものとする。
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別紙 １　 財産管Ｉ１台帳

区　分

土　地

建　物

備　品

内　　　　　　容

南あわじ市八木寺内宇青木 １６０２－へほ

か１４筆　Ｓ積 ：７，１ ５０㎡

２，２０ へ．８６㎡

備品台帳のとおり

所在地

南あわじ市

八木寺甄宇青木

計

地番

１６０

１６０

１６０

１６０

１６０

１６０

１６０

１６１

Ｔ１ ６５

１６１

１６１

１６１

２－１

地
　
　
目ｔ

土

ヽｙ」林

ｍ
田

田
田
田

１
　
　
　
　
　
　
　
　
１

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

４
　

６
　

７
　

８
　
８

８ ２ 用悪水路

ｍ
ｍ
田
・

日
田

１
　

７
　
　
　
１

一
　
　
一
　
　
　
　
一

１
　

８
　

２
　

３
　
４

４
　

２
３

一
　
　
一
　
　
一

９
０
　
０

８
９
　
９

６
　

６
　
６

１
　

１
　
１

７１Ｐ

備 考

詳細は別表のとおり

面　積（ｊ）

（ｎｆ）

２、 ５１６

Ｑ
。

）
ｎ
乙
　

り
乙

Ｑ
Ｊ
　

ｒ
０
　
４

１
｀

り
乙
　

’
ａ
Ｊ

―
―

５
　

９
　

６
　

６
　

７
　

８
　

５
　

６
　

２
　

Ｑ
り

１
　

９
　

１
　

５
　

７
　

８
　

５
　

９
　

１
　

ｎ
／
｀

４
　

３
　
　
　

５
　
　
　

８
　

３
　

ｑ
‥
）

０

７， ５５０

備　　考



所　在　地

南あわじ市

八木寺内

計

佑 所

プール施設

建　　物

数　ｔ

（棟）

１

Ｐ１８

１

延床面積

（ｊ）

２， ２０ １． ８６

２； ２０Ｌ　８６

備　考

鉄骨、ＲＣ

地沌　　 ５０．９４

一沌　１， ９４０． ６４

二階　　２１０． ２８



南あわじ市Ｓ水プール『サンプール』］

指定管Ｊミ各事業計ミ書

オ朱弍会池エヌ・エス・アイ

特利 ４年 １．０月 ２６日
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（２）情Ｓ２開に関する只体的なＲ組み

（３）上記以外で特別に記載する事項

ＩＩ ＩＩ ・・ ・１ ・ｅ ｅ・ ・・ ；３ Ｓ｝

Ｘその他に閥する事項 ・． ・Ｓ ｅｅ ＳＳ ●ｅ ●● ●ｅ １● ●● ＳＩ Ｓｅ ＳＳ ●Ｓ Ｓ● ●５２

（１ ）競技力向上に向けた取り組み

※資料等があれば添む１してく だい

（２）ＪムＳ聒動に関する具体白！】ｍ目み

３ｇパン フレ ット の配布、 ホームペ ージの開設など具体的に記載してく ださい

（３ ）リ スクへの対応

※指定管理者として負担すべき リスクにＭする考え力などを記載してく ださい

（リスク２担表と連動してください）
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（要項様式６ 号）

事　業　計　圖

管ａ運営の基　方針

（へ ）施設の管理運営を実施するにあたっての基本的な考え方

・施設の設置目的等を踏まえて、管理運営に当た っての理念、 運営方針、維持管理等基本的な＝唇え方を総括

して記載してください

弊社の経営理念について

弊社は河－成８年創立以来、スイミングスクール事業、フ

ィツ トネス事業、 介護事業分Ｓにおいて．老若・女問わｊ

す地域密着型の運営を６掛け、 皆様の健康作 り．や生きが

いづくりに寄与して参りました．人と人とのつながりの

中で生まれる感謝の気持ちを重んじ、地域の皆さまと共

にＲＳし、そして、常に挑戦し続ける２業であること、

その為に私笳工ヌ ・エス・ アイは『ネＬ儀・ 感謝 ・挑戦』

の理念の基「笑顔 ・むの豊かさ」に 日ノマ磨きをかけ、安

全と安めを骸優先に社会から信頼される企業を目指しています．

へ． 施設の設置目 的： 南あわじ市温水プール 「サンプール」

ｍＴｉ

，‥Ｎと．

（設Ｓ目的） 第へ条

『住Ｒのスポーツ推進による健康ａび福祉の増進を図り、 ｌｌるく住みよいまちづくり

に寄与するため、 南あわじＳ水プールをａＳする』

－　　　　－

弊社は、 南あわじ市温水プール条例に従いま して、当施設の設置目６こ基づき設定した事

業計Ｓを実施いたします。 また、「南あわじ市温水プール」の管・運営をｆｉう目的としま
●

しては、 市Ｒの皆さまに［当施設での陸上ＳＩＩＵ］Ｒびプール施ａでの水中運Ｘ１Ｕ］」をつう じて、

勉 身ヽと もに リラ ックスしていただき、 常に健康な生ｊＳをしていただきた いと考えています。

また、市Ｒの皆さまの禾！」９ ・ｌ生の向上をきえたオペレーショ ン鳬癢羝いた します。

２。 基本的な考え方

・「南あわじ市Ｓ水プール 『サンプール 』」 のＲ置目 白！］を吻、頭に置き、２の施ａと して、９

割を充分に認識し、施設の握倶にあたってはむ４ｚに取扱い致します。

・施設の設置目的を麗大阪に実現するこ とを 目指 し適切な管ＳＳ営に努めます。

・質の戛いサービスの■供にＭめてご１」・きへのサービス向上を図る とともに、ｇ皴ｍＭ

等の効率的な管理運営に努めます。

－１－



・利用促進を図るため、積極的な広報活動を実施するとともに、魅力ある自主事業の企画
ＲびＳ施に努めます。

３。 市Ｒの身体機能の維持ａび増進を図る施・運営

・老若男女間わず、初心者の方から上級者までのご利用者のニーズに合つた施設運営を行
います。

・持続した施設１４Ｊ ｊＥ目を促進するために定期的なメニューの１１新や様ノマなイベントをＳ開し
ます。

４。 市Ｓの健康づくりに関する助き、指導ａび講習の実施

・各２益財団の健康運動指導士、ヘルスケア トレーナー、 水ほ指導員、 障がい者スポー

ツ指導員など多数の有資格者が在籍するＳ社の人材により、市民の健康づく りをバッ

クアップいた します。

・社内研修やＭ究会を通じ、：１：■の事業Ｒｌｉから先Ｓ事例をもとに新しいプログラム作り
や技術タミ【】識のね有を実施 します。

５。 障がい者 ・高齢者の生きがいづくりａび仲聞づく りの支援

・障がいきの方が安らしてスポーツを楽しめる施設づくりＲびスタ ッフの育成に努めま
す。

・ＮＰＯ　Ｓ人プールボランティ アとの連携をＳじて障がい者の方がプールを楽しめる支援
を行います。　　　　ヽ

６。 設置目的を達成するための考え方

・健康づくりの場を供きし、身体機能の維持ａび増進を回 ります。

・健康づくりに関するＭ言、指導ａび講Ｓをｌｊいます。

・高齢者の生きがい及び仲閲づくりを支援します。

・子育てに関する情報の収集ａび提供を行いま

す。

了。 指定管理者の取組みの意義

・指定管理者の管理運営レベルの維持向上。

・市民の利便性向上やごｌｑｊ用者へのサービスの向

上。

・利用者数の拡大。

・施設設備ａび機能の維持。

・管理経費の節減Ｓ力ａびＭＳ的な活■を実施

２
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８。 指定管！Ｉ者の管理運営の目的

指定管理者と して、当施設の設置目的の基本理念に基づき、地域・ 関係団体等の連携を

密に して、「南あわじ市温水プール 『サンプール』」 が地ぼの核となるようにＭめます。

一一　Ｃ，
１１４

－－

こ
ぐ

ｊｌ

◆Ｗ

ち

①当Ｓａが核となるスポーツの市Ｅサービスを１モｉいます。

②高Ｓきやハンディキャップをおねちの力が、４本力維持できるＳａづくりを目指します。

③親子３ ｎ；や年Ｓ層の幅ぬい臭素で話しのＭ題になる・しい枷ａづく りを１うニいます。

④ｆｔ！！のスポーツのＳ力ｍ加や、リハビリ目白！］でごｌ」用いただけるＳａにいた します。

⑤皿加１により、 南あわじ市圭イ本のＳ。療費をＩＳすることを目ｍします。

３－



９ ご利用者に対する理念 ・基本方針

４

・コンづ ライア

ンスに達 した

ｓｌｒ・ｓ・－Ｓ

一言昃●●による．

ｌ●售を敬太に

・高寿るｉｌ昔

ｌｔの

汐‘ｉ

・公平、 公１１に徽し

ぺたＳｌｌａｔ
公ｉ

公Ｊ‘

●・　　 １罍

●鑷　　 ●粫

’糾●Ｉ，夭、婁
一一

ヤレンジに●
ｔ．た運■

Ｉ） お客さまの安全・ 安心 ・快適を最優先する運営

ｎ） 施設の活性化とお客さま瀬ｊｉ１度の向上

ｍ） ｌｇ等禾１Ｊ ＪＥ目のためのポリシーの励行

ＩＶ）利ＪＥ目皆瀬ｉ１度の最大化を目指す

１０．ご禾！Ｊｆ目きの安１： ・Ｓ６・ 快適を最優先する運営

施ｔの管理運営で最も大切なことは、事故を起こさないよう安全・ 安めを最優先する姿

勢です。 そのため弊社は、 日ノマ安全管理への意識き１けと安きを確保する従業員教育には

ねに力を入れています。揩ＲのａａＷＩＩは、プロの目で■ＭＩの起こり得るＳｉｌをＳｔ

し危機管理マニュアルを作成し、事前の防災 ・防犯・ ご利ｍ者の安全・ 安心を確立する

体制とその計Ｓの策定Ｒび訓練 ・ａ修などの予防策をｊｌ施いたします。また、 ごｌ」用者

が快適にごｌｑ」用いただけるために館内美化は妥協しません。

へへ。施ａの活性化とお客さま滿ｇ度の向上

弊社は何よりも「禾１」ＩＥ目者満・ほの最大化」を二番に揚げて管理施設の運営に臨んでいま

す。 ご利用者の皆さまが「来てよかった」「また来よう」 と思ってくださるよう、日ノマの

業務革新に精励していきます。 弊社の理念や当施設の設置目的などに基づき。設定した

事業計Ｓを実施するうえにおいて、 弊社が特に重視するａ体的な姿勢を厳９し、 指定管

理者制度導入の目的である、［多様化する住Ｒニーズに、 より効Ｓ白！］、 臭！］率的に対応する

ためむの施設の管理運営にＲ開の能力を活用 しつつ、 市Ｒサービスの向上を図るととも

に、 経費の削減等を図ることを目的 とする。 」を図っていくことをお約束いたします。強

い使命感とチャレンジ精神のもと、 ホスピタリティにＳれる接遇に自信を施設運営ｊき業

としての特徴をｉｉか し、 ａＳコンセプ トを確実に実現する運営を行います。

へ２．平等利ＪＥ目のためのポリシーの励行

指定管理者制度は、むの施ａの管理業務をＳ託された部分の「管理代ぞ」ニ」として２」＝ｔｔ生・

２・４Ｚ性・ Ｓ益性の強い業務であるＳ、大きな責任を伴つていることを念頭に置き、施ａの

管理運営業務にあたっては、市民の皆さまに利便性の向上を目指し、広く開かれた施設と

’してのポリシーを持って運営してまいります。

１３．１ｊヨ目者黝ｊｉｌ度の最大化を目指す

指Ｚｉ？管理者と しての『４つのポリシー』を

厳守したうえで積極的に運営に取り組みます。



（２）指定期間ぶこおける達成目

※利用件数、 経費の自滅など具体的な達成目標を記載してください

南あわじ市温水プール 『サンプール』は、年中を通して市Ｒの皆さまに利便性の高い管ミ

Ｗ笆をご■はいた します。 特に一織遊１永者とスクール生との回９１」用時間帯は、 ご１」用き

のバランスを考え、ヌ又方が快適にご利ｍしていただけることを常にらがけ、連鶚いたしま
す。

利用者の目標設定

利ＪＥ目人数 ：令享［］５年度 （予測数値） 一般遊泳者

令和 ５年度（予■Ｓ値）ス クール

令ｊｌＤ５年度（予測数値）リンパ マッサージ

利用収入の目標設定

１」用収入： 令和５年度（予測数値）

令和５年度（予測数値）

令和５年度（予測数値）

一般遊泳者

スク ール

リンパマッサージ

１４，５２０人

３６，４８０人

１４５人

３，７０３千’円

４４，２３２千円

７００千円

ｌ
ｊ

１
亅

５年後

５６，１ ６０人

（１ ０９．８Ｓ）

５３，５９６ 千円

（１ １６．３９６）

（３）各施設間の・携に関する事項

近隣Ｓほの温泉施設と相：Ｅｉ利ＩＥ目を検討いたします。地域施設との連携によるごｌｑｊ用るのｌｑｊ

便性の向上を回り ます。

（例）禾！」用料 ・入浴料の割引も しく はセ ット券の販売

あ４ しり ‾１し 八白 スに 一　瓦

（４）上記以外で特別に記載する事項

特にございません。

幸侃４日 ｈド Ｊさ

ｉ

傴

５



｜｜　サービスのＩＳＩ上

（１ ）指定期間における事業の実施ぎｔＳの概Ｓ

・１　 水泳教室業務の実施についてもＳａ載してください。

※２　各年度における事業計画の詳細については、

実施計画の概Ｓ

安全ｌｉの強化と環境強化

してください

ご利」用者が 『ｇＺ６』『安全』『快適』を実感していただけますように、 Ｍ下の事項を・施
いたします。

１。 安全強化

①■ＳＷＳＲびａｉａＳ講ＳＩを

受けた監視員の配置

②一ＳＲｊＪ１者の登ｍ皿

③匹Ｅｊ腕走
ら

④ＳＩヵａＳａＳ

⑤水質ま査のＳＳ

⑥９２の啓蒙

２． 環境改善

①ご恩只箱のａＳ

②ＳＩフＳＩ美化のＳ］５

③ＳｒちＪａＥの工央

３． 水泳教室

①授隻欠席振替練習鵯嗷

②フ ォロ ーア ヅプシステム

③Ｊ目４ＳＭ

④無ねきｉｍバス

４． 運動ゾーン

①健康ぼＳ

１。 安全の強化

①警備ｇ修ＲびＳ・救命講習１ を９けたものぴ監苞

弊社では、『いつ ・どこで ・どのような事故がＳ１１１Ｅするか

もしれない』 という緊張感を持続させる為に、１ ５分～２０

分で監視掲示をローテーションし常に、 ご１４Ｊ ＪＥ目者の状態・

施設の状態に気を回ります。また、 監視業務には １「施設の

秩序を保つ」 というまＳな業務も２まれております。 それ

も含めて水ＩＥｉ監視に留まること無く監視業務に関して教育

をしてまいります。また、 安全な監視体制で、ご利用者をｉｌえる

ために全従業員は消防署発行の『普通救命講習１ 』の受講を必須

Ｓ曹・ｌａ

；
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・
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『

としています。万が一、事故が発ＩＥしましても、ＲＩ］、応急手当の対応ができる万■な対

疝体制で救急隊員に回 ｜渡 しま す。 また、社内におきましても資格の発行ができる応急手

当普ａａ （社ａ） が消防署員と連携をＲり講１会の実施を致します。

－６



②－Ｓ県丿用きの２録Ｍ・

現在、一般利用者の方には登録カー ドを記入 していただき、入館時の手Ｅ続きのスピー

ド化、万一の場合の連絡先のＲＩ］時判別が出来るようにしております。

南あわじ市サンプール

ふりがな

氏　忿

ＴＥＬ

おｌ定

ｚｘ員証

０００００贏わじ 太郎
荀効期限

２０Ｍ／）（Ｘ／ＸＸ
南あわじ市サンブール

ＴＥＬ　 Ｏ了９９－４２－４９９４

７－

株ｉｌ：き社 エヌ ・エス・ アイ

③ｌｍＥＥ測定

血Ｅ計を設置することにより、 ご利用者の自己管理に役立てて頂きます。

状態によっては、 その日のごＲ」用を控えて頂く アドバイスを肖います。

④Ｓ「プｌｌａ備点９ＲびａＳ

１１衣まなど、ご１Ｊｍ者の視ぬにｔＬつてこまめに・掃をｆにい愾匐急を９ちます。

⑤水質喩ミ

弊社は水ｉ永指導を主なま業と して運営・

経営をしている会社です。 プールを１Ｊｍ

する方に、安らと安全を「売り」に してお

ります。 気持ちよく施℡に来られるカが

「また来よう」と限っていただくには、 ホス

ピタリティな人的な対応とサービスが肝

要です。 また、ハード面では施設利用が安

登。で安らして使えるか、 と言うことです

が施設や設備は日頃のメンテプンス次第

で延命しますが、 水質については常に知

識と経験があるものでないと最高の管理パフ ォーマンスが１１揮できません。弊社のプー

ル施設は単に水質基準をクリアするだけでなく、 ご利用者が渦ｊｉのいく水質を提供でき

ることを肖たり前としてとらえております。 Ｓ真は弊社が運営管理をしている施設の水

中ぢ真です。　２６ｍ先の壁ｉｉがく っきり見える中で泳ぐ気持ちよさは最高の環境を提供

しているものと自負しております。 水準を満たす業務の中で、 水質管理だけは何処にも

負けない管理をお約束 します。



２。 環境改善

①ご意見箱のａＳ

ご利ｊＥ目者の苦情だけではなくご要望に対 しても活用いたします。また、 苦情 ・要望に対

しては館内に掲示 して回答いた します。

②ご１４』・きの目線にｔお、 スタ ッフｔ員が清掃スタッ フである意■を持って、Ｓ回にて導

線や１１衣室などをこまめに清掃していきます。

③館内表Ｅの工央　プ

「このポスターは誰に向けてのメッ セージなのか ７」 「見やすい高さ・ 場所に掲示され

ているのか７」（破れや剥がれは無いか ７、 色あせていないか ７）」など、 どんなにきれ

いなポスターを作ほしても■わらなければ意味がありません。 常にご１Ｊｍ＝きのｔｚＳにｔＬ

つて館内掲示を工夫してまいります。

３． 水泳教室

①授ＭクＺＳＳＵＳＳＭａ

学校行事や自Ｅ都合， ご病気やお怪我で休まれた場合，事前申請・ 事後申請でも振替練
ｊ

Ｓ授業を受けていただけます。

②フ ォロ ーア ップシステム

未進級者に対 し補修レ ッスンを行うことによ り。 未進級者 「Ｏ （ゼロ）」を目指します。

③Ｊｉｌ ４ＳＭ
ｆ

年間 ４８ 週の月４ 週制にて水泳教室を実施いたします。

④無料きＩＩバス （自主事戛： スイミングスクール台員）

自主事業の学童会員を中むに， マイ クロバスによる送ｉｌサービスを実施いたします。

１９１南あわじスイミング｀スクールｉｘＳパス｜１１１！ｌａ
榲良 コー ス時Ｓ表

●ｎ 岬ｌ ａＵ ．・ Ｓ　 －　 ・Ｚ ＩＵ ＥＩ Ｚ・ ．珮 ４． －み

Ｄｉ！え　　　　 Ｂ９え

Ｉ
ｊ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
・

Ｉ
Ｉ

－
Ｆ
～

ぶ
噐
心
一

芯
噐

－

Ｂ送り

１６：００　１８；４０

９
０

０
０
０

０
０

０
０
９

１
１
　

ｇ
や
　

Ｓ
Ｉ
　

ｌ
ｌ
　

Ｓ
一
　

ａ
ｌ

３
　

２
　

１
　

２
　

６
　
８

０
　

０
　

０
　

０
　

１
　
０

ＺＯＯ

Ｓ
Ｓ

停
車

し
ま
す

す

Ｓ；衂コース粹ＳＳ

４ｇ－

Ｓ－

ＣｉＳえ

一一

Ｃ・脣え

Ｂｉｌえ
ー・ｒ四 －－－Ｉ

ａｉＳえ
回’ｆｅｈ・９ －`｀

ＤＳえ
ｍ－ Ｗ四 やＷ

Ｃｉａり

０１Ｓえ
一一一・

Ｃｉａリ

Ｅ・え
ー一一

Ｓｉａり

Ｆ－え
Ｓ●－ＷＩＪＷｊ

Ｂｉａり
－　　　　 －・ －　 ・－　 ・－ －㎜　 －　 －　 一一　　回

ブ’－ｊレ－　 １４ｚ４０　０７ｚＯＯ　ＸＳｚ４０　０７ｚＯＯ　１６ｓ４０　０７＝Ｏ０　 １７ｓ４０　０７ｚＯ０　 １ａ，４０

１
２

１
３

４
‥
５

ａ

？

８
．
９

１

ほ俵躱

ｙ９・ｇｔ

ｊｈ皿肖

１・ ｉ４ Ｓ　０１ ＳＯＯ　 ＩＳ ｚ４８

１４ Ｚ４ ９　 ０２ ：○０　 １ＳＺ４９

Ｊドータ９こ１４ Ｚ５ ・　 ０２１００　 １５ご５１
・　 Ｓ　 ■　　　　　　　 ■ｆ　 ■■

大四・１　１４こ５３　０１ＺＯＯ　Ｉ， Ｓご６３

０１ ＺＯ Ｏ　 ・６ ｚ４ ７　 ０１ ｚＯ Ｏ　 Ｘ７ 二４ ｙ　 Ｏ・ ：００

０１ ｚＯ ０　 ２６ ｚ４ Ｓ　 Ｏｌ ｚａ Ｏ　 ・７ ｚ４ Ｓ　 Ｏｌ ｚＯＯ

Ｏ２］Ｏ０　１６ｚ４●　０２ＺＯ０　１７二４９　０２ＺＯＯ

Ｏ２ｚＯＯ　１６ｚ５１　０２ｚＯ０　１７ｓ６１　０２ｚＯＯ
・■ ・－ ・Ｓ ．Ｉ ＩＳ －　　　 ｔ● ●９　 ｄ・ ・・

大－タＩ　Ｘ４こＳ３　０１ＺＯＯ　Ｉ．Ｓご６Ｓ　ＯＩＺＯＯ　Ｘ６ＳＳ３　０１ＳＩＯ　・７ＺＳ３　ａｌＺＯＯ
■　 ■■　　 ㎜　　　　　 ■　 ・　　　　 Ｊ■ ■．－　　　 －・　 －－

＝－・－　ｔ４ＳＳ４　０１ＺＯＯ　ＩＳｉ５４　０１ＳＯＯ　・６こ５４　０１ＺＯＯ　・７ＺＳ４　ａｌこＯａ
回回 －９ －　 －　 －－ ・－ －－　　　 回・ Ｓ・ 回・　　　 ．Ｓ　 Ｓ． ．Ｓ Ｓ． ．．　　 一一 自－ －． 回ｒ．

・４・Ｉ ＩＩ　 Ｘ４ｒＳＳ　ＯＩ ＳＯＯ　ＩＳｓＳ Ｓ　Ｏｌ ｚＯＯ　ｔ６ＺＳＳ　ＯｔＳＯＯ　・７こＳＳ　ｅ・ ＳＯＯ

ミ　　 エ４２ＳＳ　Ｏ２こ○○　・Ｓ１６６　０２こＯＯ　・６ＺＳ６　０２こ○○　・７ＺＳ６　０２Ｓｅｇ
回回 回９ Ｓ　 ９回 回回 －回 回　　　 ａ一 回９ をＳ －　　　 ’四 －９ 一回 －　　　 一回 －・ ・－ ・Ｓ９

一一－ミー一一・ｊｌｚＳＳ　Ｏ７ｚｏａ　ｌＳＺ６Ｓ　ＯＩＺＯＯ　ＩＳＳＳＳ　０７ｚＯＯ　・７ＺＳＳ　ｅ７ｚＯＯ

ｙｗｅｓ　１６こＯＳ　０２２００　 １６こＯＳ　０２こ○○　 ・７２０Ｓ　Ｏ２ｚＯＯ　 ｘａｚＯ６　０２こ○○
・Ｉ 一明 ｄｌ ．丶 －Ｓ ・－ ｑ－　 －－　　　 ’・ Ｉ● ■Ｉ Ｉロ ■■　　　　 ・Ｓ ●Ｓ ・Ｓ Ｊｌ ｄ・ １　　　 １回 ・・ ・Ｓ －●ｇ

‘－ ｓ－　 ＩＳ Ｓ０ ７　 ０Ｓ ＳＯ Ｏ　 Ｉ． ６・ ○？　０８ ＺＯ Ｏ　 ・７ ＺＯ ７　 ０Ｓ ｔａ Ｏ　 ＩＳ ：０ ７　 ０Ｓ ｉＯＯ

ブーＪ１・－　 ＩＳ２・Ｓ　　　 ・６ｚ・Ｓ
－■　　　　　　 －． ９　 ■・

Ｔ

８

１７ Ｚ１６ １８ こ１５

・夐

１９

ｆ察

皿

」
ま
ｔ

火

プール発　 １５：４０　１６ｚ００　１６：４０　１６ｚ００

１　 ●ｓ ｌ・●●●　 １５：５６　０３：００　１６：５６　０３ ：００

２　 さく らＳ　１５：５９　０２；００　１６：５９　０２：００

３　 ミｐ●１－１６こ０１　０１こ００　１７こ０１　０１；００

４　 ｓｓｓｓ　１６：０２１ ０２：００　１７：０２　０２：００

５　 －　１６：０４　１６：００　１７こ０４　１６：００シールｓ　ｌｉ：２０１　１７；２０
爽ｉぬこ３－ ぶｔ ｌ毎 禽１１〃

－　　－

ま皿　　　 ’Ｃｏｉｌ！ え　　　　 ６ｊａｌｊ－

ヴーＪＩ・１老　　 ９こ４０　１５二〇〇　１０Ｚ４０　１５
Ｓｊ　 Ｊ●　ｆ

１

２

３
一

４
一
５

Ｉ－ －－ ｒ－ －－ －－ ・－　 －Ｓ 回－ ９４ 回Ｓ ・・　　　　 －－－－－回 Ｓｇ ａａ・

・ｓ ●奏・●　 ９１ ５５．０４こｏｏ　ｌＯ二５５　０４こ○Ｏ

ＩＳｉ搾　 ９二 ５９　 ０３ ｓｏｏ　 ｌｏ ｚＳ９　０３ こ○○
ｌ　 ｉｆ Ｆｊ Ｓ〃 回Ｓ Ｓ・ ・　 Ｉ－ ９ｄ　 －． ９Ｓ ＩＳ ＳＳ　　　　 ・・ ｉＷ 回・ ＳＳ 回Ｓ・

Ｓ皿㎜ＳＩ　 －　０２二〇〇　１１Ｓ０２　０２７００
１１　 ９を －Ｓ －＝ －　 Ｓｆ Ｓ回 ｆ・ ＳＳ ●Ｓ Ｓ　　　　 ・Ｓ 回Ｓ 回Ｓ ＩＳ 回・ 回・

ヴー
－Ｗ

ＩＳ４１
ＳＳ ●Ｓ Ｆ＝ １・

四ａｉ
阿－■〃ｆ㎜９回

ｊｔ・Ｓ

－　　　　　　　　　　　 ●－　　－

Ｂｉｌえ　　　　 ＣＩＳえ　Ｄｊｇ！え　　　　 ＦＳえ　　　　　 Ｆ９え
ー　　－

ＣＯ－り　　　　 Ｇａり　　　　　　　　 Ｂｉａリ　　　　 Ｃｉａｇ　　　　　 ＤＩＳり

１・ｚ４０　１５ｚＯＯ　１２ｚ４０　１５ｚＯＯ　１３二４０　１４こ４０　１５こ○０　１５１４０　１５ｚＯＯ　・６こ４０
ＳＳ ＳＳ 回回 －回 回　　　　　 一回 Ｓａ Ｓ４ ａＳ ｅ回 Ｓ　　　　 ｂ－ Ｓ回 －Ｓ ・回 ６Ｓ　 Ｓか ｄｅ ＳＳ ｉｄ ＳＳ か　　　　 回回 ＳＳ 回回 回Ｓ 回Ｓ 回　　　　 Ｊａ　 ＳＳ ＪＳ ａ－ －－

０４こ○○　 ・２こ５５　０４ １０６　１３こ５５　１４二５５　０４ こ○０　 １５Ｚ５５　０４１００　 １６Ｚ４０
Ｓ　　　　　　　　　　　 ，．－……… ・● ・・・●　　　　　　　　　　　 ・・ ・・ ・・ ・・・

●ｑ　 ｏ３ ＝○○　 ・２＝５９　０３ ＝Ｏ ０　 １３ ＝５９　１４ ＝５９　０３こＯ０　 １Ｓ＝５９　０３ ＝Ｏ０　 １６＝４０
－Ｓ Ｓ４ －・　 ｇ－ ｇ回ｄ　　　　 －－－Ｓ回Ｓａ－ａ－－Ｓ　 ＳｇＳＳＳｇＳｆｇ回　　　　 －ｄｄＳ４Ｓａ回４Ｓ ＬＳ　　　　　 Ｓ－回－ＳＳ回－－－Ｓ

ＩＷ　 ０２ こＯＯ　 Ｚ３ １０２　０２ こ○ｏ　 ｔ４ こ０２　１５ ｚＯ２　０２こＯ０　 １６ｚＯ２　０２ こ○０　 １６ ｚｊｌｏ
Ｓ　　　　 ・－ －… …－ ，　　 一一 一一 ‥－ －● …… …… －●　　　　　　　　　 －－－－ ．－ ．．

Ｌ　　 ０２ ｚ３０　 １３二〇４　０２こ３０　 １４ こ０４　 １５２０４　０２ ｚ３０　 １６ｚＯ４　０２ 二３０　 １６ご４０
ミ

ー－Ｓ・ ■Ｓ 回Ｓ 回回 ・　　　　　 ㎜Ｓ　 Ｓ－ ｆ－ ９Ｓ ９　 －回 ・－ Ｓ’ 回・ －－ヽ回

Ｚ　　 ＩＯ二〇〇　－　１０こ○０　１４こ０６　１５こ０６　１０ご○○　・６二〇６　１０こ○０　１ａＺ４０
ｄ－ ４ａ ＝● Ｓ・ ＝・　　　　 ＳＳ Ｓｌ ｉ４ 回回Ｓ－ ｇ　 ・Ｓ ｊ回 回Ｓ皿回ａ皿■　　　　 ｊ回 Ｉ－ＳＩ Ｓミ Ｓ－ ｊ　　　　 Ｓ嵋 ｆＳ 回・ 回Ｓ 回回Ｓ

１３こ１６　１０ こ０ ０　 １４ １１ ６　１５ こ１６　１０ 二〇〇　 １６ こ・ ６　１０ こＯ０　 １６Ｚ４０



４。 運動ゾーン
ー

市の健康診断により， 運動を勧められた方の・け入れａび，プログラムの・似を計Ｓして

います。

（２）サービス向上の具体白！］なＲＳみ

１． サービスの質の確保・ 向上に回する考え方

ご利用者ニーズの把握ａび事業等への反映について

市Ｅのニーズへのアンテすを常に張ります。 従業員一同がローテーショ ンで日ノマの、「お

８さまの声」 を聞き、 二－ズのｔＥ！２・をａします。その中で、 ふと：印こした、 ご刈ｊｌきや來
館者の小さな不満 ・苦情も丁寧に共有・ 検討 し、 そこから浮かび上がるニーズをも新たな

サービスに結びつけます。 具体的には週１回の従業員ミーティングで問題を共有し、 改善

案を検討していきます。この他、アンケートやモニタリングの実施、投重箱のａ薗はもち

ろんのこと、 『生の声』を捉えて運営にａ映させていきます。

２。 ごｌｉ！ＪＩＥ目者意志へのａ映ａび具体策

施設１」■の方ノマのご意只・ ご・望を把握するために、 下Ｅのような調ａをＳ施致し、

用者満示度調査を実施致します。

ご利

へ） 年１ 回、 約１ 力丿目聞にわたり、ご利用者・ 来館者へのアンケートを実施致します。

２） ご利用者への直接ヒアリングを実施、各従業員が実際に、 ご利用者からヒアリング

しハード ・ソフトｔｌで改善できることは即、改善致します。

３。 地域住Ｓ ・市Ｅニーズ調査の実施

地域住Ｒや、 市Ｒの皆さま、直接対Ｓし施設運営き船についてのご戛、見・ ご感想をいただ

き、 改善できる所は、 １週間は内に実施します。 また、ご意見は館内啓示にてフィー ドバ

ック します。

４。 データベースを構築し、全従業員が一丸となってＳ望に対応します

１） 色。従業員の問題のｊ＝４ミ有化

ご利用者の声で得られたご恩見は、 施設関係者の 「スタッフ連結ノート」に記載し全

従業員の鶚覧を‘ｌ能とし問題の共有化を図 り、 改善策を創■ ・実行致 します。

２） 従業員との問題解決（改善化） による業務への反映

２従業員にＭ有化された問題は、改善策や「プＳＩ容を踏まえ、意見をまとめて業務にａ映

していきます。

３） 要望に対する報告
アンケー トなどで受付けた意見につきまし

ては、ご利ＪＥ目きへのＷ包を兼ねて掲示を行

い、 館１カのサービス向上に向け共通理解を

形成 し、 館内掲示を行います。

９

一

一

一

一

一



５。 ご利用者へのサービス

へ） 一般遊泳者スタンプカード

一般遊ｉ永者の禾｜」用促進のためにスタンプカードを導入しています。

１０ｊｌ １９日よ りスタート

‘　　 水プール

１１１利・者の施設利■に関する　’

（へ ）施ａ禾ＵＪＥ目の４Ｚ等の確保への具体的な蜀、組み

市ＲのＩＺ等禾！」用の確保、 社会的弱者への配慮

市民の平等利用の確保について

は、 高齢者や障害者等の社会的弱
●

者であるごｌｑ」用者への配慮も行い

ｌｉヨｌ用Ｓニーズへ４１）ヌｌｌ

奏Ｓｔ・ ｉｌｌｔｉるニーズペの

ｌ蛄ｌｌびＳＩなサービスａｌｉ

ＳｌｌＷ．４４ン●Ｓ６４１、 Ｓｙｔｌｙｌｇで龕ます．

ｒも Ｓ・●夐●ｔ４，

衂ｔｌ■

対応致します。弊社が 『サンプー　 １１ｇ；：７；、？？ａ．　い。匹
１１　ｎ／７Ｍ吹Ｔｍｔ田Ｍ４ｔＣｉ ｌ一七七 １八　　　　 ＳとしＳＳＳ　　 ●ＳＳｊル』 の管理運営を１モｉうにあたり、、　　ＩＳＩとしたＳｉのｌｊき砌ｌ

施ををＲ ＪＥ目するｊきての人が困難な

く快適に利用でき、充実したコミ

ュニケーショ ンが実現できる空間

をｍ＝ｔするために、 ①二ｉニバーサ

ルオペレーシ ョン②ユニバーサル

コミュニケーションを重視し、そ

の概念に基づいた管理運営を行い

１１９Ｓきｌｉｉの爽３上

１施１９ＳＩの讖玖

１施■のＳｔイヒ

Ｉスポー ツ１ 口のｔ勳０

１１ ａの健ｌｉ摶１１

１市Ｒの・力ａＳ３上

＿＿　 ＿！！

｜・・’ｊ５・・り７Ｌ・２１ベレーうヨンａＳｔ　 ＳＩＭＩの１１（ａｌ予・と予Ｓ・ Ｓ１１ＳＩ・ ｉｉｉｌｌＳ１１）１・ｋスｌｆタリデ， 【ｌｌｌきの！１・ＱＩつた１１ｚり・ｌｓｘｊｓｌｌ４ｚ・】
・ｌｉｌｓのｌｒｉａｌｓｉｊｇｉ ・ｌｉ・　ｌｌ ．　 ・・・いの俳ｓ】

｜・－ｓニーズーｌａｓ　 ：Ｓ謚：７；？ｌａ：ｌｉｌ会Ｓａｌ

ｌＭＩで魅力１９なプログラムのｌｌ　 ：Ｓ；Ｓ：ごＳ７１ｔ１１Ｓ１るコ１コクラムＳＩＳｌｌ・
ＩＳ騙泌とのネッ トワークのｌｌ

・タＳｉ自腰のｌ入

ます。弊社ではスタッフ一人ひと　 ・１１１１Ｓａｌｌの１１１１
りがユニバーサルサービスを身に　 ・ｌしく ｌいやすいＩＲＳＩのＩＳ

つけ、全ての人が利用できる施設
ＳＳＩ遙かつＳＱＩＩの湊いきｌ・｛！！

と致します。 また、全ての人が利

■できる施設とは 「どのような視　 ＩＲｌｌ力のｌ入

１・域スポーツの１４１１り、 ＳＳ咬換の疸ｉ

ｌｌ域に おｌｉｉｙＳＩびスポーツｌｌｉ牀とのネッ トワークｆＦり

ｓｌｌのｌｉａｌ を因 り、 １１９と Ｉう ・１力・らのプールＳＩのＩＩし
ｅＳ１１１について、 市ＲａｌＳＩとｌｌきを１るためにｉｉｉｌｌをｉＪＩ

ｌｌｌｌな傀きと覯１な施９１１ノウハウを１するÅｌのｌｊｌ
ｌｌｉｌｉの爽鵁ｌｌｌを視ｉに入れｔフレキシブルな・Ｓ７ｆｉｌを回り、１もモチペ
ーションａｉい９ａｌ離をＳＭ

ＩＳＩきのｉｔｌやｌ・の１１１１１１を弯Ｓし１：ｌｌＳｔｌの１１１１びｉｉｉに簒こＸＩ
た．ａｉ・ｉＳ・ｌｌ ｇＺＳｌｉ　　　　　　　　．
ｌｉＦｉスタッフによるきＳＩや力刄ＳＩ・ 肖ｌａ毎によｉａｌ・ま１１１・ｇｌｌの謝１

１１１したｌｌｌｉｌ・による．ｉ１９遮かつ匍１９９なＳＩ・・ｇ幽Ｓａぴ靴ｉ
ＳＩの未！勁止

ＩＳｌｌまｌｌｌやｉ粢レベルに応じたｉ黼ｌによる負ＩＳ・ ・・のａｌ

１イベントｌｉや１１１１１ＳｒｉへのＲＩノウハウのｉｉ入
１１１Ｘマネジメントｌ力を爽する人材の肇ｉ

点や配慮がむ要なのか」また「どのような技術の開発が求められているのか」を的確

に捉え、 様ノマな利ＪＥ目支援のＲり組みとともに、 ユニバーサルな管Ｓ運営をｊｌ現させる
１

ことで、 多様な利ｊＥ目者ニーズを満た し、 利用の幅を広げ、 施設利用の促進、 １１にはバ

リアフリーな社会の実現を目指します。 また、『サンプール施設』 が、 地域でＲく愛さ

れ何度でもご利用いただける施設となるよう、ご利用者一人ひとりを大１；７］なお客さま

としておｉｍえ致します。 長年に渡りスイミングスクール施設やフィッ トネスクラブな

－１ ０－



どの各ＵＩ施設での指導・ 管理運営で培われたホスピタリティ

マイ ンドを発揮し、ご利用される全ての人に対し 「優 しく」

「使いやすい」施設環境をご提四とします。

バリアフリーＩＳ　 ａこい７Ｚ。

四・ａ

ト・ｆし

ｓ４羣肖 ｌｔｌｌｔｌ　　ｉｌｚｌｉ　９

（２ ）施設利用者の増加への具体的な取組み

広報 ・利用促進計画

１． 販促 ・宣伝広告について

ごＲｍ者サービス向上のための方策 （ごｌｑＪｍＳＲ望の把握方法，Ｓ営へのａ映方法等），

施設アピールを高めるための広告宣伝を行つてまいります。

２。 販促及び広告宣伝内容

新聞１１１Ｒ，ホステ ィング， 市施設ポスター掲示， 商業施設ポスター掲示，回季自伝用グッ

ズｎａ布 （案）うちわ ・カイロ等

３． パンフレ ットで新規作成いたします．

南あわじ市施設の広報活用

ＪＥＩ　　　　　　 タイトル　　　　　　　　　　　　　　内容
．３ ＪＩ　新指定管１１者紹介　　　　ｌｊＪｉ目時間や休館日・スクール｜ヌ；｜容
４　Ｊｉｌ　 スクール・募集　　　　　４　ＪＥＩスタートにｌａ］けた新規入会特典など紹介
５ＪＩ　 レッスン・イベント案ｌ大ｌ　　　オー　ン後の様子を紹介し利Ｊｉｌ促進する
６Ｊ４　 ・休み水泳教室募集　　　Ｘ休み期間４１のａ外 －ル宣伝・水泳教室募集紹介
７ＪＥｌ　 ｉｌｌ■者アンケート　　　　 ・用状Ｓによるアンケートを実施
８ＪＥＩ　秋から始める健康づくり　 ．秋のキャンペーン紹介による入会促進
９Ｊヨｌ　体験案内　　　　　　　　体験を通じたレッスン参力Ｉ］型で入会促進を行う
１０　ＪＥ１　 １ミｌｊ■者の声　　　　　　　ＩＥｌｊ・者の声をａじて健康の啓蒙をむ示
１１　ＪＩ　 レッスン・イベント案ｌメ；１　　　施設の様子を紹介し１ほ｜促進する
１２　ＪＩ　体験案｜ヌｌ　　　　　　　　体験を通じたレッスン参加１１で入会促進を行う
．Ｉ　ＪＥＥ１　￥烝者アンケート　　　　　ＩＥＩ』回状Ｓによるアンケートを実施
２　ＪＥＩ　 春休み水泳教室募集　　　春休み期間４１の水泳教室の募集紹介
３ＪＥＩ　進学進級キャンペーン　　 新学期より始める水泳の入会特典紹介

４． Ｓ共施設

市内の２共施設にパンフレ ットやリ ーフ レッ トを設置 し， 配布させていただきます。
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１２

５。 情報誌折込によるチラシ配布及びＤＭ配送

南あわじ市の情９誌にてチラシ髻匹、び ＤＭ を５Ｆへ輸きいた します。

広告宣伝用チラシ （事例）
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６。 住宅万別配布

施設スタ ッフで市内各Ｐへ，施設案内示びスクール生募集チラ シの配布を， 年間計画を立

て実施いたします。

※広報ぷ外での年間の広告宣伝計Ｓ

手段　　４ＪＥ１　 ５ｊ１　 ６Ｊ１　 ７ＪＥ１　 ８ＪＥ１　 ９ＪＥ１　 １０ Ｊヨ１　 １１　ＪＥ１　 １２　ＪＥＩＩ　リ１　 ２ＪＥ１　 ３　ＪＥＩ
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７． ホームページ

弊社のホームページ《ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｇ卜ＳｐｏｒｔＳ．ｃｏ．ｊｐ》に 『サンプール』（－ｊ股禾１）用料金・

スクール愾報等）。をご紹ずｌ します。

〈弊社ホームページ事例〉

・あわしＳＳ水フ ール ｛サッフ ール｝　　　　　　　　５．０７９９－４２－４９９４
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（３）利用者の意見、 要望等の把握の方法

へ。 ごｊｌｉｌ』用者の声 （ご意見箱） ℡置

施設「カにご意見Ｒｉを設置し、・示板等にてぶ速に回答を１ういます。

２。 ご利用者とのコミュニケーション

ご禾！」用者と定期的な意見交換を実施致します。

３。 ブライン ド調査

従業員ぷ夕｜ヽの弊社スタ ッフが一般禾！」用者として施亶甎」用を？ラい、実際にごＲ」用されている
ぺ

お客さまの［ｒ声なき声］ をＲきＲり、 未然防止策に繋げてまいります。

Ｃ４）禾１」用器の苦情等への対処力；

苦情の対応体制

ご利用者との トラブルには、運営に対する苦情・要望をは じめ、怪我や病気、禾１」用者間の揉

め事等様ノマな事例が挙げられます。

①トラブル乳生貽からｇ決ＳのプロセスＲび笂策を水平展開することによる 「未然Ｓ止」。

②同■のケースが起こっていないか確認する 「‾掣黶迴泓」。

③トラブルの真の原因をｉａＲし対策を実施する 「肖Ｒめ止」 が咄こま・ときえています。
また、どのケースにおいても、 初期対応Ｒび讖意ある態度をＲるとともに、 安易な対応を

行わないことが重要であり、全従業員に対し、対策フローの考えを踏まえた危機管理

意識を徹底させ、 未然防止Ｒび肖発防止に努めます。
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（へ ）苦情の未然防止策

①データベース構Ｍとマニュアルｉ・による未Ｓｌｊｊ止策。

弊社では、「安２Ｓ員会」を設置し、事故・ トラブル・クレームに係るデータベースを

構築 して原【ｉｌを追ａするとともに、 トラブルマニュアルの策定を１モｉ つています。

当施設においても、データベースから予ｌｊｊＲび素生事例の検回Ｅをぞｉい、 ノウハウを

蓄積し運営現場にフィ ードパックすることにより、継続的な業務改善を行いつつ、

次の良い運営に活かせてまいります。

②トラブルやき９のＳｔと夕１１Ｍた固こついて

前述に記載のような対応を基本として、 終結に臨みます。

弊社９・Ｓ員会で、苦情・Ｓ望をリストアップしており、 人為的なミスやサービスの

不徹底から見られるク レーム｛要望を含む｝ のデータより、対処を検分します。 また、

対処については画一的な解答はないため、スタッフ全員で問題を起こさぬよう話し合

いサービスの向上に努めています。

（２）苦情対応ａび組織回

南あわじ市の市Ｒ及びお客さまからのご意見等は、大小係わらず、 責任者から南あ

わじ市教育委員会並びに弊社の事業部担当に報き しｉＢ速に対応致 します。 また、大

きなクレーム等は報告書を作成 し南あわ じ市教育委員会に提■ します。

苦情

報告。相談

報告。相談

報告。相談

７

市民 ・ご利１ヨ目者

対応

施設スタッフ

施設責任者

指示

指示

本社担当 ・施設責任者

指示

南あわじ市教育Ｓ員会

１４
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（５）加域、 関イ京機関、 ＮＰ Ｏ、 ボランティア団体等との協働・ 連携

へ。 地えの『南あわじ市花づく り協会』 の皆さま に、 施設の玄関前の花壇を、いつも

綺麗に回季の花を開花させていただいており 、苗植えから開花まで、Ｅ料や水や り等、

愛情を；入めておき話してくれています。ご禾！」用者の方ノマからも大変ＳＷです。

２。 地域のイ ベン ト時の駐車場提供

グラウン ドゴルフ大会 ・南あわ じ市小学校陸上大会・ 消防出初ｊＥＸ；等

３． 地域水泳大会会場提供

淡路島交流水泳大台・ 全淡中学高校学童水泳大台 ・サンピック水１永大会

４． ウイ ンズきらら障害者福祉施設の方による施設内でのパンの販売

この・売においては、 私ＭのＳ設スタッフが 『障害のある方でも働くことで人とのコミュ

ニケーシ ョンを大ｔａ』にされている』 ことを学ばせて頂きま した。・売されているパンも

とても美味しくご利用者・ スタ ッフからも好評です。

（６）施設効用の最大化に関すること

現在、新型コ ロす感染予防対策の一環と して トレーニングルームを一時「９鎖し、ｔ右、室で

の密を避けるための臨時更ち、室と して使用させてｍいております。

入場制限や、 また、根本的な新型コロナ感染に対する全ｌレベルでの対応た法が統一され

た時には、改めて トレーニングルームとして活用 していきたいと考えております、

（７）上記ぶ夕ｉヽで特別に記載する事】し

特に記載事項はございません。
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ＩＶ　組織　制、 人員配置等

（へ ）組織体制、 人材の確保に関する只体策 （採ＪＥ目計画等）

弊社は、 事業所がＰヨ滑に回るように「籏場第一主義」を掲げ、管理 亂`営にＲり組みます。

また、事業所内で トラブル等が素生した場合は、 本社が率先して、 南あわじ市教育Ｓ員会
と協議し速やかに対応ａします。

組織体制図

本社 ：統括部ｌｌ

フ
ロ

ン
ト

ス
イ

ミ
ン
グ

事業所奏任者

副責任者

監
視

業
務

機
械

管
理

清
掃

業
務

広
報

業
務

（２）職ａの配置計Ｓ‘

１． 人ａ体制（南あわじ市Ｓ水プール）

（へ ）社員： ２名　契約社員 ３名

（２）フロン トスタッ フ： ３～５名

（３）プール監視員： １～３名

（４）プール指導員： １～８名

（５）清掃・ 設備 ：へ～２名

※人数は、社員以外は採用予定人数です。

※社員は、：１営業時間に １名は常駐しており、 非ｍ規雇ＪＥ目職員はエリア別に職務にあた

らせます。また、 ローテー ショ ン勤務により 、専門エ リア外の業務についても採用後に

順次、各種ｉｌ修の取得促進等を実施し、相！ｉの業務を補完します。
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警備業Ｆ修

警Ｓ員き録

１７

２。 業務内容

南あわじ市温水プール

受　付

業務及びｒちｌ容

フロ ント は、 お客さまの接客を行う業務で受付や電話の６対、会

員証の手続き、プログラム予約、見学のご案内、 店内の商品の販

売などを行つています。

スイミングは、水泳を教える仕事です。 水没事故などを起こさな

スイ ミングスクール指導　 いために、９９・ １１勉、者には、 ほｍ １０ 名につきｍ導台１ 名を

Ｅ回し安全に楽しい指導を行つています。

プール監視

清掃 ・設備

警備員Ｍ修を受けた者を配置し、常にＲ肖の無い様に監視してい

ます。

館内清掃Ｒび簡易補修など。

（３）人材育成方針ａび職員Ｓ修に関する計画等

弊社は、 年間を通 じま して接客や事業のプロ グラム開発Ｗ修会を、 弊社のＳ営する近隣施

ａで１モｉつています。ご１」用者へ提祖する水ｉ永指導５ｉ！ｉ　・　フィ ットネスプログラムの指導５ｉ！ｉ９
修も随時行います。この動きは各所で行っており、当地でもＪＥ呂ｌに へ回以上の指導研修会を
実施致します。各従業員が同様のタミ【】識と技術が共有できるよう、 各事業所と合同でのプロ
グラム実技Ｍ修を行います。机上ｇ修では、 本社：人財開発部が中ちとなり、階級ＳＵＭ修会

（本社にて）やコースごとのプロジェク ト会議（会場：持ち回 り）などを実践しています。また。

スク ール休暇の多い春と秋に弊社、 兮。従業員９修を毎年実施 し、 机上と実技で新しいプロ

グラム作りや技術享・タミ｛｝識のＳ得に邁進しております。

１。 人財育ほ教育フローチャート
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２。 ０Ｊ Ｔ教育

日常業務において、上・から部下へ適切に指導するとともに、 Ｚｉ２期的にｇ修会を開催

し、 意見交換を１モｉうことにより、従業員の能力向上を回ります。

※例 ：人財開発部Ｒび業務部部Ｒによる事業所での、 フロント接遇、水５永指導や

フィ ットネスカリキュラムなど実際に、 会員さまの言動を想定してＯＪ Ｔを行つ

ています。

３。 階級■ｉｌ修 （※本社にて実施、該当者は都度参加）

弊社内で実施する管理職、 監督職、 一台従業員別のｇ修に参力【】 します。

また、昇格者を対象にした研修にもその都度参加します。

４。 コース・ｇ修 （※プロジェクトチームリーダー主導）

弊社内で実施する、指導関連のコース別（ベビー ・幼児・ ジュニア等）研修に参加します。

また、５ｉ！ｉ務 ・労務・経理 ・マーケティ ング等のコース・Ｍ修にも参加 します。

※例 ゜水ほ指導Ｒび陸上プログラム指導Ｍ修

専門プログラム（ベビー・ 末就園児 ・幼児・ 学童 ・成人スタジオプログラムな

ど） においては、。弊社の各プロジ ェク トチーム リーダーが交代で机上研修、実技

Ｍ修にｉ向しながら研修してまいります。

５。 社ｌ；ちｌｇ修

現在、社員Ｒび全契約従業員を対象とした、 弊社独自の「６得 ・教本・ 個人評価シー ト」

を導入し推進しております。上回の専門プログラム別で各人のｉｌ修結束、 指導能力などを

加味 し個人別に各プログラムの取得レベルを客観的に捉えることで適材適所の配置や、前

述の応援時に功を奏しています。指導面と安全面の研修マニュアルも机上だけでなく、

ＤＶＤなどビジュアル的な表現で全施

設が統一の指導レベルになるよう努め

ており、 成功例はすぐに全所に水平展開

しヨ！＝ｔ有のプログラムとしてｊｌＥ！ｉＪＥｉ：ｌしてい

ます。

－
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６。 自己啓発研修

ＥＱプログラムの実施

『気づき教育』モチベーションを高めるコミュニケーショ ンの向上とともに、求められる

リーダーシッ プと感情マネジメ ントの重要・Ｆ生をきびます。 また、Ｅ Ｑ検ａＳ５Ｒからりーダ

ーシップ ・スタイルを考Ｍ し、 部下だ導に七：Ｌてることを目 白！］と します。 また、毎年数回

人権問題について、外部講師を招聘し社員に研修を開催しています。

【Ｅ Ｑとは】 こころの知能指数

～Ｅｍｏｔｉｏｎａｌ　ｌｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ　Ｑｕｏｔｉｅｎｔ　～

これまでの時代は、Ｉ Ｑ（知能指数）の高い、すなわち買い人が一流ｉｌｌ業に入り業務に

携わってきました。しかし、この不Ｓ時代のＵ！の中を見ていると ＩＱよりもＥＱ（６の

タミ［］能指数） の高い人が生き残る時代へと変化してきています。弊社は ５年前からＥＱ

教育に真剣に取組もことで社員が仕事への取り組み姿勢を向上させ、実際に１収益改善に

Ｍぴつく効果を実体験で得られております。

了。 研修計Ｓ及び研修内容

年間をａ じ、 下Ｅの研修内容を弊社の人財開発部とともに、また、 テーマごとに実施し

てまいります。
●

【年間９修・ 会議計Ｓ】

ｊｌ施丿目　　　　　　　Ｍ修 ・会議項目　　　　　　　　　　　　　対象者

４月

５月

６月

了月

８月

９月

１０月

へ１月

へ２月

へ月

２月

３月

警備業ｉｌ修

春季社員ｇＳ会

フロント研修 （接遇）

障がい者 ・高齢者対応Ｍ修会

営業運営会議

応急手当講習会（消防署）

安きＷ修会（５肖防署発行 ：普通講習１）

プール水上安全法

フロ ント９修 （接遇）

水泳指導研修 ・フィッ トネス指導Ｍ修

Ｓ業運営会議

警備業研修

秋季社員研修会

フロント研修（接遇）

水泳指導研修 ・フィッ トネス指導ｇ修

営業運営会議

ＥＱｇ修会・

グループ６只修会

マす－ｇ修会

営業運営会議

－１ ９　－

プール監視員

社員

フロント従業員・ フィ ットネス

スイミング指導・ 監視

責任者

ｔ従業員

全従業員

プール監視員

フロント従業員・ フィ ットネス

スイ ミング指導・ 監視

責任者

プール監視員

社員

フロント従業員・ フィ ットネス

スイミング指導・ 監視

責任者

社員

全従業員

全従業員

責任者



８。 全従業員を対象に障がい者 ・高齢者対応の研修会を実施します。

認定 ＮＰＯ　５ｉ！ｉ人プール ・ボランティ アとの連携により、障がいき・ 高齢きの方が安心

してスポーツを楽 しめる施設づくり を目指します。

ａ３がいＳのＳと ｉ！ＩＳ一定ａ

４Ｚ４１営プールとａ間プールの違い

ＧＳｅがい者とのトラブルの禄素

破Ｓいす と点字ブロック

６３がい自用豐４ｉ

・４Ｊで助タ

ｓｔ石８Ｔ

Ｓヘルプマーク・スィムキャップ

ＳＳがいＳＳＳＳＳＩまとＺｉｌＳｌｌ搴

＠ＳＳＳの疋しい刻Ｓ

；Ｄプール朗４１いす【点検と走唇上の注意】

・マ・｜いすでの入水とａ水の方ま・

淵鍜：がいＳの嗣笳・卿ａ

壥９イマスクゴーグｊｌ，をして泳いでみよう

ＳＳ性まひ●の水中ストレッチ

Ｓてんかん発ｆｔがｌｉきたときの酋ＳとＳ５梟手綱

ａプールからのよげ力

９。 その他

１） 次ｔ！！代経営き ・リ ーダー育成

経営幹部識候補者対象に、 リーダーシップの理解とリ ーダーマイン ドの強化、さらに

先を読み変革を起こすためのスキル習得を目的とします。

２） 新入社員指導員育成

指導員として、新入社員を指導育成するための指導法のスキル トレーニングをｆｉいま

す。 新人育４のためのコーチングとティ ーチングのヌ又方の使い分けを学びます。

３） ビジネス ・コミュニケーション

ビジネスにおける自分自身の強み・ 弱みを再確認 し、 ビジネス ・コミュニケーシ ョン

カを高めるために、必要な３つのスキル 【傾聴力 ・質問力 ・伝達力】の習得を目的と

します。

４） セルフリ ーダーシ ップ

全てのビジネスパーソンの基本となる、 自己を導くリ ーダーシ ップの在り方 ・やり方

を学ぶことで、自ｔＬした個人育ぼを目的とします。

５） リーダーシッ プ・ コーチング

リーダーとしてチーム、メンバーを “ほな］とぼＲ” に導くためのスキルとしての

リーダーシッ プ・ コーチングスキルが重要となってきています。当研修では、コーチ

ングスキル取得を通じて、 自ら考え、自ら行動する人財を創り■します。

２０－



６） スト レスマネジメ ント

人と組織を動かすリーダーやマネージャーにと

って、自分自身や部下が常に最高の状態で能力

を９１揮するように維持することは、重・な課題

です。人と組織の思考と行動を深いレベルで理

解し、効果的に人と組織がストレス無く動くコ

ミュニケーシ ョンカの強化、またス トレス耐性

の向上により、ス トレスをパワーにする組織風

土の剔出を目指します。

了） キャ リア開発

企業と社員のよりよい関係構築のため、 社員の視点、 経営的視点から望ましい¨キャ

リア自律”を支援 し、 計自立案 ・実践までのノウハウＲ得を目的と します。

（４）当該施設において、 現在雇用 しているハー ト職員等の雇用の考え方

へ。 当該施設における、ｉＥ職員・ 臨時職員の雇ＩＥ目の考え方

現在、・年の南あわじ市温水プールは、 ｊＥ職員 ２名、契約社員３ 名及び臨時職員
へ０ 名がＳ営にあたってお ります。 宍員、退職が■た場合は、 ｌｔ！ｌ デｉ１雇 ＪＥ目優先で考えてい

ます。

※ｊ］五職員は、 マルチ業務を行い施設全体の運営管理を行います。

※臨時職員（パー ト皀む） は、 フロント業ｇ、プール監視、水ｉ永Ｓ導業務を兼ねる場合
ｆ

もございます。（基本的にはマルチ業務）

ｉＥ職員を含め、 １５名中、へ ２名が南あわ じ市在住スタッフです。現在勤務。している全
職員が、 今後も当地での勤務を切望しております。

２。 休ｌｌ、 Ｓ贈等による職員の補充体制について

職員の突ｊｌｌ的な、 クこ員若 しく は退職に伴う場合のがＭと しては、 弊社Ｓ営スタ ッフで同等
レベルの職員をその日より配回 し、 お客さまにご迷惑を掛けない様に運営を行つてまいり

ます。また、 地ｊｉ雇用を優先とし職員を募集し育成 してまい ります。

３。 職員 （社員） の配置人数

弊社の職員配置に関しましては、統括責任者 １名、副責任者１ 名を配置Ｒします。

通年　　　　　　　　 社員人数　　　　　　　　　　備考

２名 （縦Ｓ責Ｅき含）　　 南あわじ市温水プールはローテー

南あわじ市温水プール　　　　　　契約社員３名　　　　　ショ ンにて管理運営致します。
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４。 ８１！在のＳＩＥ目職員一覧表

現在の雇用者、全員が継続を望んでいます。

役職　職務

総括責任者（支配人）
マルチ業務

副責任者
マルチ業務

スタ ッフ１

マルチ業務

スタッフ②
マルチ業務

スタッフ③
マルチ業務

スタ ッフ４

フロント業務

スタッフ⑤
フロント業務

スタッフ⑥
フロント業務

スタ ッフ⑦
フロ ント業務

スタッフ⑧
マルチ業務

スタッフ⑨
マルチ業務

スタッフ⑩
マルチ業務

スタッフ⑨
マルチ業務

スタッフ⑩
マルチ業務

スタッフ⑩
マルチ業務

名前

中浦 聖和

佐ノマ木 将和
ｌ

岡本 大輝

富永 明美

柏木　皓

武久 美樹

村上 香花，

堀木 麻美

中條 美枝子

木下 恵理

榎本 房子

前川 真弓

経験　　　 資格など

１０年以上　 首通救命１

１０年以上　 一首１救命１

５年以上　　 普通救命１

５年以上　　普通救命１

５年以上　　 普通救命１

へ年以上　　 普通救命１

１年以上　　 普通救命１

１年以上　　 普通救命へ

１年以上　　 普通救命１

５年以上　　 普通救命１

５年ぷ上　　 普通救命１

５年以上　　 普通救命１

白瀬 陽子　　 ５年以上　　 普通救命１
～

吉本 峻規　　 １年以上　　 普通救命１

小畑 眞弓　　　１年未満　　 普通救命１

勤務形態

社員

社員

，契約社員

契約社員

契約社員

臨時職員

臨時職員

＾臨時職員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

（５ ）人員確保にかかる加ｊｉ雇ＪＥ目 について

職員の採用に関しましては、地デｉ雇用を最優先で考えています。 管理運営に係わる職員
およびスタッフは、（４） －４ の雇用一覧表のスタッフで管理運営を行います。

（６）その他施ａを安定して管理運営を実施するための人員白！］なｉＥ法等

スタッフの入れ替えは、前もって準備し 「求人あわじ」・ 「ハローワーク」 への掲載や現

スタ ッフの紹介などで確保致します。また、 忽な燭台などは弊社が管理運営をしている

事業所より、 応援にて対応致します。
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Ｖ　 安ｔ管ｌｌへの取組み

（へ ）施設・ 設備にかかる安全管ヨヘの取組み

施設に関する安全管理

ご１４Ｊｍしていただく、 市Ｒの皆さまに安全、 安６ してごｌｑＪｍしていただけるように、

常に日ノマ、 ぶ回目視にてａ備等点検を１モｉいます。

①Ｕ車Ｓへのぶ回

施鼈外の駐車場内 （第 １・ 第２ 含む）で不害者並びに不審な行動が無いか確認し

ます。

②Ｓ Ｉフｓ】のぷ回

ご利用者の導線上に危険な個所や、 落下物が無いか確回し、安６してご５Ｒ」用 してい

ただけるようにａします。 また、ぞ害者等を発見しま したら、 速やかに対応致しま

す。

③ウォータースライダー点検

ウォ ータースライダーは、 遊戯施ａとして工作物の指定「５１ｚほ ！２ 年度建築基準５ｉ！ｉ

改にＥおよび告示の制定・ 改工Ｅ」 を受け、 建築基準法の適応を受けます。

当施鼈の場合は、 スタート位置と着水位置の高低差が、このＳ築基準に該当 しませ

んが、鳬、のため、日ノマ使ＩＥ目てＩＪ能な時間前に、 滑走面の突起物やジョ イン ト部分をス

タップが確認しております。

（２）災害や事故の防止へのＲ組み

防犯 ・防災の対応策

弊社では、「危機管理マニュアル」 を制定してお り、 各事業部門においても 「緊急事態対策

規定」を作成 し、 事故及び災害時の対応方法を定めています。 南あわじ市指定管理者施設

におきま しても、 これらの規Ｚｉ２に準拠した「南あわじ市指定管ミ者施ａ、緊急事態対６マ

ニュアル」を策定 し万ｔを期してまいります。も し、 万が一事故京び災害が発生 した場

合に は、 南あわじ市教育委員台に直ちにその状Ｓをご報告するとともに、ごｌｊ ｌＥ目者の『安

兔を第一』と して考えて対応してまいります。
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２

四ｐ

ｙてｌｉＲ

ｔｉｌｌ
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へ。 防１１１訓練の取組み

ｉ地が地域の核となり活動できるようｎＳの消防署の指導の下、防災訓練をＳ施 してま

いります。

※実際のスクールやレ ッスン時に災害をシミュレーシ ョン し、 避難路や誘導を実訓練で職

員だけではなくご禾！ＪＪｔｊ者も再認識していただけるよう啓蒙してまいりますｉ，

■Ｓに起こった事を想定し、ご禾！」用きの 『安・第一』 を考え防災§ＪＩＩ練を実施します。

ｔ－ 。。。
４心』

移動～集合（ ビー ト板を使 って落下物除去） 一点 １１１１１（人数確認）

南あわじ市・水プール 『サンプールｊ

２。 けが ・急病等の対応策

けが（重症） ・急病については、救急車の要請を 『第一』 とし

ています。・施Ｒにおきま しても、 表記のＳ合は回禄の対

応で臨みます。また、 弊社、従業員のａ央に起こった事故

に関しま しては保険担当者が迅速に対応致します。右表を

常時スタ ッフルームや監視室に掲■ し万が一の場合、 冷静

に的確な行動ができるように定期的に安全法 （応急手当な

ど） の訓練をほいます。

ＣコＱ

ＳＳＳ

－

ｊｌ 飄－

Ｓ肖芦ＳＳ零

疂｜・・｜ヨー　ト
Ｓ囃ｌｉｔｉ腎Ｓ麗

｀　 Ｓ一一０－
Ｓ

Ｚ　　　　　　　　ｓ’¨
・∃　　　　　ＺＺ
－　　　　　　　　 Ｓ９

ｚ　　　－　 ∃Ｅ
㎜ｙｆ－
－

コ
ー

３。 休日 ・夜間等の対応
Ｓ

機械警備によるセンサ－５宛、によ り、 警備会社が当地へ駆けつけた後、責任者ａび副責

任者を連絡先に記載しますので、ＢＩ！揚へ駆けつけるように致します。状Ｓによっては、

警察や消防への要請を行い、緊急連絡網でご報告致します。
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４。 災害時の対応

台風、豪雨、 地震などさまざまな自然災害が発生 しています。 もし、

発生 した場合でも、職員一同がご利用者の安全を確保する行動が取れ

るように、訓練を行います。また、 南あわじ市ｇｌモｉの

「も しもの備え」 にて啓蒙致します。

；， 静゛ ｊ１ＩＦ｀ ；１゛４刄“ ’！ ｀・ 」・

－、 ま確な情報収集

二． 自主的な避難

ｌｌ

虚

の

儒え

・．、４毅なＳ裝
ｌ’

ｌ‘　１

Ｓ． ｊ加締り ・火ｉ．１まＳ
ｊ”騨ｉ　 ‘　 ゛・ ゛・・

５． 異常気象時の警報の対応

へ） 特ＳＵ警報が発令 した場合

・発令した時点で直ちに休館とします。

２） 大雨 ・洪水・ 暴風 ・大雪警報が発令した場合

・午前９ 時の時点に警報発令の場合、１ ４時まで休館とします。

・午前１ ３時の時点に警報発令のＳ合、 終日 休館とします。

３） スイミングスクール会員

・午前９ 時の時点で警報発令の場合、午前のスク ール及び

１３ 時３０分からのスクールは休校とします。振替にて対応し

ます６

バ「
”ａ　　　　ｉ

ｌ回４４ ｊｆ ｌ／

丶

ヅ

７Ｓｉ５゛
台Ｊ……７万り『

警Ｓ・ｉＳ： ＩＳ

特別回報

ＩＥＦヨ宍ふ
４’ぶｊ。’ＩＪ’。；： －Ｉ ＳＳ●ＶＳ　 Ｓｌｆｌ

・午後１ ３畤の時点で警報ｇ令の場合は、午後１ ４時ぷ降のスクールを休館としま

す。

・休校になった場合は、振替にて対応致します。

・授業中に警報発兔一匹た場合、お子さまに関しましては、保護者の方に連絡をとり

保護きの方と帰宅 していただきます。連結がＲれない場合は、 連絡ｔＳ、れるまで施

設内で待機していただきます。

４） その他

・事業所責任者が危険と判断した場合は禾１ＪｊＥ目を中止致します。
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（３）・罪の防止へのＲ組み

へ。 犯罪の防止へのＲ組み

常に、防ｍ防止のぶ回を実施しています。施設外の駐車場および館１７９への導線、 館内の更

衣室 ・観覧席 ・２ 階等、タＥ角な場所は念入りな巡回を行います。 万一、何か事件などがｊｌＳ

・した場合は、警察に木目Ｓし対応致します。

２。 施設 ・設備にかかる安全管理への取組み

ごＳＪＥＩ：ｌいただく市Ｒの皆さまに安ｔ、９６してごｌ」 ＩＥ目いただけるように、 常に日ｊＱ、 巡回
目視にて設備等点検を行います。

へ） 駐車場ぺの巡回。

施ａ夕ｉヽの駐車場内で不審者ｔびにフＦ害な１モｉ動か無いか確認致 します。

２） 館内のぷ回

ご１４Ｊｍ者の導線上に危険な個所や、 落下物が無いか確認し、安らしてごｊＦ！」 ＩＥ目いただけ

るように致します。また、 不害者等を発見しましたら、速やかに警察に連絡しが応致

します。

（４）緊急時の対

設内事故発生時の緊急連絡体制Ｒび避難行動

施ａ「カで、 事件 ・事ａ・ リ、４災等ｌｌ生 した場合、下記のフローチャー トにて速やかに対応
致します。

１． 回忌時の対応

ヽ　高

機ｌいｒ会社

火１

ｉ防ｙ １１９

１人 ゴ・ の１Ｊｎａ

★！１４ とＱ７

肖■　Ｓ

「

異臭

集回嘔｜！１

４虱等

１１０
ｌｌ ｌ．・Ｓ ＳＳ．１ ●●１

：Ｚｊ入７

１つ・

Ｓ健所環ＩＳ１１１
１１ ●・ ｌ・ ＩＩ ，Ｓ ●・ｌ

Ｊ３ ｔ・　ｙ

・１ こ・ ｒ　 ；ｕ ｊ．

墻
Ｊ
に
よ
る
ル
八
゛

な
ど
の

ま
ず
逎
く

の
ｌ

ｔ
な

Ｓ
Ｓ
へ

新型コロナ

ウイルス等

ａｇ ・　１

２６

災
ｒ
‘
の

勉
Ｓ

か
ら

Ｉ
麁

に
Ｓ

れ
る

た
め

ｉ所の１１

の加　 ｒち，ｊ

１１
で

ｐ

‾‘‾場所

″’ き・ｔＥｌａ　・１１　１

大
宍
Ｓ
か
ら

身
を
守
る
た
め

心
八

゛
が

お
さ
ま
っ

た
ら

Ｓ
ｔ
を
傭
Ｓ
し

て
Ｓ
る

大
火
ｌ
か

ら
　
　
″

―
を

守
る

た
め

ａＳの劔墻ｉにより
自宅でｌｌできないｊｌき



２。 緊急時の連絡体制

本　社

第

－

発
見
者

責任者

警察署・ 消防署

南あわじ市

副責任者

報道機関

設備等請負業者

安全委員応援スタ ッフ

本社 ・淡路市津名 ・舞子・ パール他

（５）上回ｊｊ外で特別にＥ載する事項

新型コロ‘ナウイルス感染予防対策について

Ｓ社のＳ水プール （スイミ ングスクール）営業に回するガイドライン

コロすウイルス感染予防の徹底

本ガイドライ ンは、新１１コロすウ イルス感染症予防対策を徹底

し温水プール （スイミングスクール）の業Ｒ継続を図る際の基

本方Ｓ十をま とめました。 弊社、管理Ｓ営施設は、本ガイ ドライ

ンを全ての従業員、ご利ｍ者に周知徹底し遵守していただきま

す。 ・ま た、 厚生労働省、 南あわじ市、 保険所からの情報に基づ

き徹底した対策を行います。

①ごｌＪ ｊｉｌきプールＳＳＩ」目上のＳｉ予ｌ

ｌｌぬ「

Ｍ

９１９
へぬこＲｌｌ皐１ｔｌｙ

ｂ・ｌｔｌ

ｅＷ

Ｓ・。Ｍ・ぞＷ４爽ｒ　ｌ・

’四’－

－． １４ｚ●・・・！ｉ－
－

ぐ゛ Ｑ　ｙ
’゛ １１ ”　　 ・・

ニご“゜’
，。，。 ｒｌ

Ｃｓ －● －・ 。’。・ ト。
Ｗｊ　 ａ－ ‾ｓｌ　 ｌ－

；：ニ；・’ ７．１ａ

へ） ご利 ＪＥ目者に対 して入口にて検温、手指消毒を実Ｓ していただきます。

２） 施設内、 ロッカーまは入京に応じて制限します。　　　　　　　　’

３） プール内は常に換気扇を回す、 窓を開けてるなどを１モｉいます。

４） プール内、プールサイ ドでは、 人と人とのＳ離を十分確保 し密にならないよう

にします。また、 至近ｌ目離での会話や発声を避けるように注意します。

５） 入水０、 退水後は シャ ワーをしっかり全身しっか り浴びていただきます。

６） 退館の際にも、手指消毒を５つていただきます。

了） 保護者の観覧は状５只に応じて制限します。

②ＩＳａに又１１ してのＳ４予■が策

１） 就業時・ ＭｇＭＳ前の体温の測定と記録を：ほいます。

２） 発熱や軽度であっても、風症状 （せきや喉の痛み）０回吐 ・下痢等の症状がある
・

場合には出勤を停止します。

３） 休憩は人数を減ら し対自での食事や会話を行いません。黙食推奨

４） 従業員は、プールへの入水ａびそれぷ外もマスクの着用を徹底 します。

５） トイ レの使用後は、蓋を閉めてｙ５物を流し、手指消毒を１うニいます。

２７



６） 施ａ滞在畤は、常に人と人のｌ目離を十分確保し密にならないようにします。

また、ｎｌ目離の会話や発声を避けるようにＩＥ意しますｏ

７） 共用する物品や机、ドアノブ、 スイ ッチ、階段の手すりなど、 よく触れる場所は

随時消毒をします。

８） プール塩素濃度の・定は１ 時間毎にチェ ックしＥ録帳にＲ載し保健所の安ｔａ準

を守ります。

９） スクールバス内は飲食禁止徹Ｓ し、 イスなどは随時、 消毒を行います。

③ＳｐＳ｝ポスター掲示（参考）
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ＶＩ　施Ｓ ・設備の維ＩＳ管ＩＩ

（１ ）施設・ 設備の管理体制

１． 施設 ・設備の管理体制

設施設の保守管理業務は、 施設を安色かつ安めしてご１９』用されるように施設の保全に努
めてまい ります。 また、日常点検にて、 異音や異臭が・じた場合は、各社を担当する委

託業者へ連絡 し、 Ｒ「」陥の対応を致します。

２。 設備保守点検 ：年間計画
●

設備の保守点検に関しては地うｉの業者に依頼しますが、 寺ｒ ？１性の高い内容に関 して

は、 専門業者に依頼いたします。

特殊建築定ｌｌ業務　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　　ｌ回／３年

建築設備・９管１１業務　　　　　　　空調設備・ＳＳａ備ａ検■務　　　　　　　　　　　　メーカーｌｉａ

建築Ｓ備保９管ヨ１業務　　　　　　　Ｓ排水ｌｊ１１ＥＳ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　メーカー１士様
９

皿　　　　　　　　自・ｊｌ目・気エｆｍｉｌ予務　　　　　　　　　　　　　１回／ｇ

建築Ｒ艨保９管１１業務　　。　　　　 ■ｌｔＳＩＳＳＳ務（目・ ３回ノ年）　　　　　　　　　　ｍＳ点検 １回／年

スクールバス運行業務　　　　　　　　・ｉ！バスｉｌｉｉＳ務　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ１日
ｌ

建築ａ備保守管理業務　　　　　　　自Ｓドアａ備９９１ａ検業務　　　　　　　　　　　　　１回／年

消皿皿　　　　　　　目自大災警報・・・ｉ〕・・誘導そｌｉ　　　　　　　　　　　２回／年

■・Ｓｉｇｌｌ業務　　　　　　　　　水Ｍａ準ａ目・１１　　　　　　　　　　　　　　　　　１回／Ｊ≡：ｌ

環境衛生管ヨ業務　　　　　　　　　レジオネラＳｇａ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ回／年

環境衛生管理業務　　　　　　　　　１１１１ｇＳ・１１期点検くろ過装置）　　　　　　　　　　　１回／ＪＥ：ｌ

環境衛１１Ｅ管１１業務　　　　　　　　　消毒等（ｍ トヽイレ付■・閲）　　　　　　　　　　毎日

芒僅業務　　　　　　　　　　　　　機械警備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常時

清掃業務　　　　　　　　　　　　　　日Ｓ酒掃Ｓ務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日

定期清掃業務　　　　　　　　　　　　ワックス掛け・高所窓ガラス等　　　　　　　　　　　　１回／年

清掃業務　　　　　　　　　　　　　　高所窓ガラス清掃Ｓ務　　　　　　　　　　　　　　　　１回／年

スライダー　　　　　　　　　　　　スライダーｌｌＳ務　　　　　　　　　　　　　　　毎日
－－－・

（２）Ｓ設設備の適ｔｉ７〕な維持管理へのＲ組み

設備管理においては、 年間計画を立て、 常に意識して観察していないと漏水や漏電など

が発生する場合があり、すぐに発見できない場合は、 膨大なコストが掛かるケースがあ

ります。 その様なことを防止する為に、 日常点検の強化を１モｉいます。

へ） 設備管理業務は常駐社員が業務をｌｊいます。但し、 Ｍ急時の応援回議があった場

合は近隣管理拠点からも応援を１モｉいスムーズに対応致します。

２） 各部位の １む化、 破損、腐食、 変形等や開閉 ・施設装置等の１１働禰温は点検の周期

に応じて点検し、 ある一定の性能ａび機能の発揮できる状態を保ちます。

３） 法定保守点検については、 有資格者が定められた項目の内容で確実に実施しま

－２ ９－



す。 定期的に建築設備の劣化診断を実施するとともに、中京期修繕計Ｓや改修計

画の策定を行います。

（３ ）臭！］率的な維持管Ｒを実施するための考え方 （経費の縮減）

１． 維持管Ｓにおける経費の節減策

１） 環境対策の基本方針

（ａ）必要なエネルギーの効率的な使用によ り、 使用量が最小限度になるよう

に工夫する。

（ｂ）業務に必要なエネルギーを節約しても業務に支障のないエネルギーの｛Ｚ

別を認識する。

２） 環境宣言

環境宣言

【環境理念】

株ｇ会社エヌ ・エス・ アイ は、 自ら律して環境活動を実行するとともに、地

域と連携しながら地球環境の保きに努めます。

【環境ビジョ ン】

地球環境の保ｔを通して「持続的発展が可能な地域づくり」に貢献 します。

【環境指針】
｜

指針 １．資・を有ＳにＳ用 します。 ３Ｒ 活動を進めることによ り、 資Ｓ （肖生

可能エネルギー） の有効活Ｊｉｌを進めます、

指針２．環境への負荷を軽減します。Ｃｏ２ をは じめとする温室効果ガスの積極
－

自！Ｊなｌ減をまめます。 ＳＳ型社会を目指しゼロエミッションを目ｍしま

す。

指針３．環境管ｌｌレベルを向上します。環境への影響に回議し環境経Ｓを撤退

します。 環境にｉａ慮 した５動か自発白！］にできる人Ｒ才を育ま します。

指針４．環境にＴついてコミュニケーシ ョンを深め地域との連携を強化 します。

環境とエネルギーに関 して、１」・者やＲＳ Ｉ：１業とのコミュニケーション

を強化します。

上記の環境宣言達成のために、 定期的に見直しを行い推進します。

改定日　平成２４年４月１日
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３） エネルギー管Ｓ体制

①Ｗ笆トップによるｌエネルギーｆ本制

（１ ）全施設において、省エネルギーの推進をするために経営者が自らりーダーシッ

プをＲり管理する。

（２ ）社Ｒ主導のえで全事業所に、 環境取組宣言を通達し、周 タミ｛｝徹底を行 う。

（３）事業所内のスタッフルームに宣言ポスターを貼り、 省エネ体制の呼びかけを実

施する。 また、会員さまへはポスターにて啓蒙する。

②本社と事ＳｉとのＭ回体鼈の・：ｔＬ

（１ ）－本社の担当部署で、省エネのＲ組方１十 ・具体白！］なｒちｌ容を決定し各事業所への支

援をする。本社と事業所の一体となった省エネ活動を実施する。

（２）エネルギー使ＪＥ目星を、本社にて一テｉ管理し類似施設と比較し改善指導を行う。

また、事業所からは、 Ｒｌｌみ状５Ｒやａ題などを本社に報告する。本社と各事業所

の情報を共有 し、 一体的にＲ組みを５・い大きな成果をあげる。

③目ＳＳのａ■とＳ績の検Ｅ

（へ ）省エネ改善活動をＭ５Ｒ的に、また、 継続 していく ために『目標設Ｚｉｒ 』［Ｆ実績確

認］ 『評価』 そして『次の目標ａ定』を継続的にＲ組も。

（２）Ｊ目ごとのエネルギー星のＩＥＩ握・ 評価を行い、 年間 ・１日間 ・昨年度対比などを検

証し日ノマ行動をすることで速効性のある取組みを行う。

④店舗でのｌエネルギーの・Ｓみ

（１ ）日ノマ、ミーティングや掲示を甎ＪＪＥ目 し、 全スタッフの省エネ意識を高める。
回

（２）事業所内の空ＳＳ定温度 ・水温は基本的には決められたａ定値を守り、Ｓやし

過ぎ、■めＳきをやめ、省エネルギーに配慮する。

（３ ）不在時のバックヤー ドの照明や空調は必す消す。

（Ｓ毎日 ・毎１日のエネルギーＷＳ

（１ ）データによるエネルギーの管理を実行する。

（２）目標数値を設定 し日 ノマ改善を１モｉ い、 改善効鶚、は事業所の従業員に覧らせる。

（３）エネルギーマニュアルの作ぼをｆｉいｊｌ蜃守する。具体的には 『プールｊ・ 『スタジ

オ』 ・［ｒジム］ などの照明や空調スイ ッチの点までＩ、 消灯時間をルール化する。

⑥ａ備ａＳＩ；ちｌ容 （Ｓ社がｔ事・所でＲりＳんでいるｒちｌ容）

（１ ）プール内、 ＬＥＤ照明に変更。

（２ぽｒ油・ 重油ボイ ラーをガスボイラーに随時入替。

（３）節水型シャワーヘッ ドへの交換。

（４）兔蛇口およびトイレなどに、 過乗Ｕ給水Ｅを適ｉＥにする

苣ｉ水コマの装着。

（５ ）プール放熱防止シー トおよび窓の遮断シー トを導入。

（６）グリーンカーテンの実施。
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４） 節Ｓ ・燃料｛ｉｌＥ目Ｓ削減

①ＯＡＳＳのａｉＥＷＳ

（へ ）退館時には、待機電Ｓが必Ｓない器具のコンセントを抜く。

（２）随時使用するフロン ト端末やコンピューターサーバーを除き、パソコン、 コピ

ー機等は、省電力モー ド、 節電ボタン等を５ｉｍ し、 一定時間使用 しない場合は、
｜

電源が切れる状態や節電状態になるように設定する。

（３）コ ピーをＲる際は、 あらかじめコピー箇Ｍにマーキング等を し、 １１にまとめて
・　　　　　　　ｉ

一度に取る。

②ＳＳＳＩＳのａにＥｔＳ

：（ １）冷暖房の適ＨＥ温度管理を暖房期２０℃、冷房期 ２８でに設定し徹底する。

（２）室内の熱の出入り口を少なくするため、カーテン、 ブライン ドを活用する。

（３ ）クールビズ、ウ ォームビズを徹底する。

（４）室内を把握し、 エアコンの使用を適にＥＩこｆにう。

（５ ）ボイラ ー、 エア コン運転時間の適ＨＥ管理とＳ転基準（プール室 ｐメＳＪ　３０ｔ　：　暖房期

／外気Ｚ了‘Ｃ、 室内Ｓ度 １３‘Ｃ、冷Ｓ期 ：室１カ温度 ２８で、 室内・度 ８０％） を遵

守する。

③ＳＩさＩＳＳのａｊＥきＳ

（１ ）窓のある廊下の照明は夜間だけに点灯する。プール施設内等も同様とする。
●

（２）会議室、倉庫、 トイ レなどの常時人がいない場所の照明は、 使用時のみ点灯す

る、 若しくはセンサーを付ける。

（３）ノ ー残業デーの徹底と、 時間外勤務の削減に努める。（事業所では肖てはまらな

い場合もある）

（４）会議責甎の事前ｎａ布により、説明時間の短縮ａび、少人数の会議などは自席で

行う。

（５）倉庫内は、 整理整頓、見取り図を掲示し、 所蔵リス トを必要部署に配布する。

④■エネ機Ｓ導入の促Ｓ

（へ ）電気機器の新規ＳＩ新購入時には、省エネ基準を満たしていることだけではな

く、 目的に見合つた機種の中から最も環境負担が少なくエネルギー消費効率の良

い製品を選択する。
Ｓ

（２ ）二－皿］ピー機やプリンター、ＦＡＸ などは、 一定期間使用 しない場合、 自動的に電源

が切れるものを採用する。

⑤そのｔの・ＳのａｉＥｔＳ

（１ ）業務に直接関係ないＳ具の使用は自粛する。

（２ ）ボイラ ーは季節の温度に合わせて作動するよう にし、会員さまに支障がなけれ

ば、 営業終了時間前に切るようにする。
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３３

⑥水・ｔｌＥ目ＳのｉＳ

（１ ）手洗い、洗Ｓ、 湯茶器洗浄などの際は、水を流 したままにしない。

（２）節水コマ、 節水シャワーにて水ＥＥの調整をする。

（３ ）清掃の際のホースには、 手うｉ制御弁などのＲ り付けを行い節水する。

（４）プール逆５タｉｉの喚間、時期を充おに把握しｆｉ う。

（５）プールオーバーフローの量を計測 し、 日常適した水素にする。

（４）外部委託にかかる市内発注の考え方

迅速な対応や利便性を考え、南あわじ市の地元：１業さまを優先的に採用しています。但

し、 経営Ｓを考え、金額が高い場合などは、 他社との相見積をＲり まして安価で安心し

た台社にま定しています。

ｔ備全般

チラー保守点検等

衛生設備

電気設備

消防設備

機械警備

送迎パス

会社名（地うｉ企業を含む）

（株）・ＪＩ Ｉ商店

洲本空調

エビス

関電保安協会

（株）藤井

セコム

Ｅ共バス

（５）上記以夕ｉヽで特ＳＵに回戦する事Ｉ

液体塩素を自体塩素（ハイ クロ ン） 機を弊社のａ担で、変ｔしました。

く塩素剤を液体から逅．］形にするメリ ット）、

ＩＸ　目

５ｉ Ｚ旦 を子可
●●・り ー●ａ９ １－　－

プール水の利ｌｉｌ安全性 ｉ７ち１

きａ夕つこちｒ可

ＰＨ比１１

Ｓ蛮力

濾過機・ ｉｌｔ・ 塗Ｓ

へのＳＳ

輸送 ・保管

ｎｌＳ

ＦＨ
ＷＩ ＦＦ Ｉ丱 ｌｌ ｉｊ －Ｉ ・・ ●Ｉ －・ －－ －－

ＰＨ珂Ｓ
・一一１１９１１ １１ ９Ｓ －・ Ｗｌ ｌｉ

岼ｉ；で

耐用年数

回Ｓ ：次亜ａ稾驢カルシウム

ド可 ・・　 －４ ・ｉ ‘’・

魴た，１ ・＝゛１ そｊ乕可ｉｌ

Ｆ可：ｉ

中さ
回・ －・－四 －・ 〃●・

Ｉ必要なし

や‘－－．

波搾 ：まＳｔＳａｙ－ダ
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○ア ４カ リ住－
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－・－・－ｌｑ・ＦＩ ｌｌ・－　ｌ・・ｌ　・・ ●・　 ・・ ・・ Ｉ・ －Ｓ Ｉ・ ゛四 １・ －・ １１ ９１一一一一●－・㎜Ｉ㎜・－・－－ｌ－Ｉ－Ｉ　 ＳＩ－－ＩＦ－● －Ｓ Ｉ－・－・－

涙還を・ 記Ｓ　　　　 通常Ｓ用　　　　　　　　　 ○ｉ ｔＳ用

ま煢

ｌｒ・ご１７

旦襞Ｆ奩ｌｉ

投入

ま仮、ｚ 一χ　ｌ．こ、ｉほ 影ｉｊｔ
ｊヽ－な ｔ・　：可ｌぞ・ｌ ｉｒｌモ

ア‘こぶｌ皋７ｒ５４１９ＳＩ皿－Ｊ

㎜　 ＝－㎜

ｊヌ Ｑ－ フフ、ＥＥｉ “４　”

長Ｓ，９ の１・さ ，こ ミ。Ｑ

Ｉ回 また は２ 回，。‘ 日な Ｋｅ投入

ｇ労ｔ；

○
Ｏ

Ｏ
Ｘ

一一

ｌ

南あわじ機械室内

水ｔ代増顎 Ｘ
Ｏ
Ｏ
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－　 一一 ・－ ・－・ｆ ・ｑｌ－ ・－ －ｌ ａｌ －・ －Ｉ －● ４ａ回

○ポ ンプ設置必要 ：電 ｉｌ ｆｉ発ま　ｘ
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Ｏ　ｊｌａ。 ｚ一 ｉぺ 二ほ ；ｉ影響なし　○

○　・Ｆ，・ ：！・ヲ ・・ ・″ ！ｔ ｌｉ て兮 ｌｉ　　ｙ

Ｏ苟芯；ｉｆ ］Ｇ °こ ｉ３ ｊ・　　　　　　－

ＱナＡフミＺ７　’ｌ－フ　　　　　・
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ＶＩＩ　 自主　業に関するー

へ。 スクール （自生事業） の目的

①塲ａのａ置目白り「ＵＥＥのスポーツＳａによるＳＳＲびｌ祉の禰皿、Ｅ１日るく ＵＥみ

よいまちづく りに寄与するため、南あわじ市温水プールを設Ｓする」目的にＲ」り、施

ａでの運動を定期的に継続することで、 体力の増強と技術の習得を身につけます。

②スクール（自主事ｌ）の実售は、 Ｓｘｉ２Ｗ！Ｉきの２Ｚｉ２ａ入となり、・いＳＳを継縦 して

行えることとなります。また、 指定管理料の減額に繋がることもあります。

へ） 子どもスイミングスクール

弊社は、 ヘルパー （補助具）をほとん

ど使用しない指導を５つています。ベ

ピー、幼児の頃から水の不思議さ、楽

しさ、水泳技術Ｓ得への基礎段階を踏

んでいきます。自分の身は自分で９る

ことができる術を、色ノマな独自の方法

で身に付くように導きます。不安定な

水の中でのボディバランスを保てるこ

とは、すばら しいことなのです。水の

特性を存分に活かした全てのカリキユ

ラムには、大Ｕ］な【イミ】が含まれています。 見ているだけでは遊んでいるようにし

か見えない動作にも、 楽しんで遊んでいるという意識を利用した力・リ キュラムであ

り、 水泳技術に繋がる大切は基礎を学んでいます。そこから、 自身だけではなく、周

りも見え始めることで、【おもいやりの６】 も芽生えていきます。

の

３つのＮ５１水ｉ紡１１

１才６ヵ １１からフール４こり、て入れます

；７ ６でたら ７－ ぷ： －Ａ てＭでｌ ！， ：１１こＩＺ Ｓｅ

て９Ｚ； ｌｌ ｉこしＪａｉｌＵＳｉｊ　 Ｅ７ｔら こＳ

りす そＳこＣＳだ７１１１１１ ：Ｓ ，‘ｎ　ｈｔ ｔｐ：／／ｗｗｗ．ひこ７にｔ き！ Ｑ。ｔ
ｉｌ！Ｓ １７ １ｙ　Ｓ　゙ｎ－１Ｍｔ‘’に，ＩＳＳ９

１ｔｉＳｔ　１３９ｔらｉｌｒｉ：つこ。・ま７

－１ スター． ＳＩ ：ｉ ｉ　４ｔｌご こ２　ｒ。．ｉｌン；

ご！１７ク．ｔ　ｙ‘　ン！ こＳ ＱＥ

（１）ｓｓに１６ないまｓｌｓ
，Ｉ ‘－ ゛　 －ｙ ．‘－ａＺＩ ｀ｙｌｌ！！ｉ、－ｆ ｌｌ ，ｆ

７　 ・１ ．・ｊ’　ｌｉ　ｌｌ ｌここＳＵｒ ｈｔｔｐ

：／
／ｗｗｗ．ｉ

．ｒ
Ｚ． ．Ｆｉ．・ｉｌ：　７－ こ・てご

７７ ・－ Ｉ］ ・ご Ｓｉ　７ｔ ＳＩ Ｉ’ Ｚ． ｌ！ ，ｌ ．　１

９１ て・ ２‘・Ｆ ‘ｌｊＳｒｔ ｉて ．・１１　．１ １７ １ｊ ｌふ １１

１～４で Ｓ坏ｉ・ｔで ｌｌ ！１　！！ －て Ｓ１ １｀ ．゛ ｊ．ｌ

●！ｒｉｌここ． ・て ヽ’ ・・，ジター ！ｌきＩＪｉｌＷ，４

｀’．！ａ・・ｙ，か ．ごｊ９　・ぷ．４ｅＳ ’ｌら

９１ ｓ， ．‘ ，’ ｉｒ てて ４７

（ｊ）－一一
：ＳＳｒ．－．ｉ゙ １ぷ４；ｌｌ，ｔ　 ａｌ　．Ｉ ；ｌｇごＳ

４； １１１ｆ ．こ ｉ， １４ Ｓｉ ｌｌ こ： ：Ｓ ・：’ふ ・，・そＴ

Ｓｌｆｌり； ・ｓ Ｆ　’１ ，・ ｌｉ　ｊｎ Ｑ・　 ！‘ －１

．’ ｎ‘．１こご．ごｂ　 ＳＩ 白き・ｇｊ　ｔａ

ｌＳ　 ：ｊｒ・Ｓｇ：　ｌ．’．‘’ ｓ　 ＺＩ，・　●’

．７ １‘ ｔ１ ¨こ ヤｊ．ｉ ここ ；ｊ Ｓ　 Ｉや，１ ９・ ，・１

２’　 ａｉ！ｔ　ｌａ Ｅ１ ７・　 ｌｆ ｌ．

ｌ　 ｉ・３　。ｔ

Ｉ．き，ご’ ）ｌｊ・ てｉ

－３４－



２） 子どもスイミングスクール内容Ｒび進級基準表

子どもスイミ ングスク ールは６０級ぷ上と同業他社様より 、約 ３倍の設定を行つてお

り、 毎丿目進級を目指し、 飽きの来ないカリキュラムにて継続していただいています。

（１ ）子どもスイミングスクール内容（ １９ｊ）

コ　 ス内

赤ちゃんの６身のｇ達に、 健康の維持増進に最適です。また、保

ベビー　　　 識者 （お４さま） のお友達づく りや育児情報の交換の場に最適で

す。

幼Ｅヨ　 Ｅヨ ＝、。　　主に幼稚園児から小学生低学年の方に水泳の基本からヽ溺れな児・ ｀咒蜃　　い泳力強化また、 クロｔル ・背ｉ永吉を主体にヘルパーを使ＩＥ目 しな
（初級）　　　い独自のカリ キュ ラムで指導致 します。
。　　　　　 小きＩＥの方に水５永の基本よ りク ロール・ 背丿永ぎ ・ｌｌＺほぎ ・バタフ

宍ｌｊｌｌ（中級）　　ライの４ 泳法を指導致します。
児童 （上級）　 水泳の基本よ り４ 泳５ｊ！ｉ、 個人メド レーを指導致 しま す。

（２ ）進級基準表

弊社の子ども進級基準は、 毎丿目進Ｓを目標に

６７ 段階の詳細な項目で構成され、 誰でもスム

ーズに進級できるシステムになっています。

また、小学校の授業に沿つ たカ リキ ュラムと

なっています。

（３）スイミングスクール授業数

現在のスイミングスクール授業数より、 未就

園児 （１ 歳６ 力Ｊモｌ）クラスＲび日曜日の千前

・　　　　　　　　　　　　　　 ｉ　　　　　　 ｔミ　ｔ

パ沁　　　．｀‥　　　　二
。Ｑ ごＪ＝＝ ．７

一ヽ ごき　　　　’に，

・ごむ’‘・駆

ｔ

ｘｌ　 。こ 。、
－ｌ

＝一一

－－

ミ

ー

ベ
ガ
う

レ
ベ
ル

一

－　　Ｓ

ｌミ　　 〃・ －　　 －Ｓ

つｒ●４
－‾ｆ

３５

‾゛・

１１・＿

Ｓ～

－－－

－

ｇｒＳぷ４ａ Ｊ－ ，． ｊ－ こ． ｉ１・・・

．・Ｆに ５ｉＦ‘

”－－７ヵ

Ｓ． －．

●

ｊＵ
・Ｓ

－－

ＷＪ

ｌ・　ｇ

－　ｔ－Ｓ

Ｊ；●

ｊ－７回心が ＪＷ

ｊＷ－－・－

一一一

－一一

一一一　 ．ｌ～

－－・－ふー ‘’こ。ｔ゛ “　・
－●⇒・４四ａＳ

一－一

一一一

ａｌＳ．。－ ＝、・Ｓｔ－　Ｊ－ｒ＿ｔ’－ＪＳ二１・

８ここ二：７・ふＱ・－ｌ．Ｊ ●・・
９ｒ７７ ・　 ３゛ｌｓｓＪご“Ｊ・ ・・。

９こぞｊｒ仁糺
Ｓ　 ●・ ”ｈｔｔｐ：／／ｗｗ ｗ．一　 ３匹 ｊ－

・・～・ ｒ～－－　 ユｒ 一一 ｓ＝ －Ｊ ’　－

Ｓ－ ７ｒ ．ｒ ．一一一●　 亠－・－ ・り Ｓ‘ ●＝ ・冫－・ａ

Ｉ四 ａ　 －。 〃Ｗ ＳＳ ｆ● ９・ ・ｍ－

中に子どもスイミングスク ールを設け、 スク ール生の底辺の拡大を目指 したいと考

えています。

ＮＳ４１９あＪま縦席ゆ加肖縦趙ら
゛ｓ ’一 癶７　 又Ｘ さ　 ｚｓ Ｓｑ ｌｌ をＳ‘゛ －ｔ ．（ おり ま４ －－ －－

－

ｆ

－－

タＤ ∽あ

ＳＳｇｙｙ

一一

Ｗ・．・Ｗ４　皿

Ｗ〃四〃－・ｆｌ －９ Ｑ｀ミ４Ｓ

一一一
－　　　一

匹ぬかｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．四４心Ｇ



（３）おとなスイミングスクール内容

ごｌｑＪ ＪＥ目者同士のコミュニティの輪をａげる場としで、 また、初６者の方から競技志向の

方にｉきるまでご満足いただける指導を６掛け、 お客様一人ひとりの体調に配慮 しつつ生

涯スポーツの一翼を担つてまいります。 また、マスターズの大台にも参加し、競技への

動機づけや他の水泳愛好家とのお友達作りや意欲の向上を図つてまいり ます。

◇アクアビクス◇

泳法Ｓ得だけに留まらず、 水の特性を充分に活かした水中プログラムをご提供し、多様

なニーズにお応え します。 また、膝や腰に障害を抱える方には、水の浮力や、水Ｅをれ｜

用した運動により改善を促 します。

くン成人スイミングスクール［；ち］容 （１ 例）◇

コース名　　　　　　　　　　　　　　　　コース内容

水丿永の基本より、２５メートルの完ｉ永を目指します。 ｉ永げない力で

初　級　　　も、 Ｓ理せずウォ ーキングなどでリ ラッ クス しながら徐ノマに指導ａ

します。

中　ａ　　　クロール ・背５永ぎ・ １１：！Ｍｋぎを中６に指導致します。

上　級　　　クロール ・背ｉ永ぎ・ 平ｉ永ぎ ・バタフライの４ ５永ｉ２ｉを指導致します。

マスターズ大会などを目指 して泳ぎます。４ 種目 十個人メ ドレーな
マスターズ　　ど指導致します。

≪プール禾！ＪｊＥ目集客の具体策・

子どもＥａ員のマーケット調ま等を１うニいまして、 南あわじ市：ｒＺＳ水プールＺＩ；ＺＪの子ども参

加率は向上すると考えています。また、 大人の方へのアプローチとしまして陸上運動よ

り『膝・ 腰』 に負担が少ない水中歩行やアクアピクスのＰ Ｒを １ニｉい、【水泳＝泳 ぐ】 では

戮く、楽しめる施ａを打ち■しご禾１」用者の向上を目指します。

（へ ）進級基準の細分化→毎月進級テス ト実施

子どもの毎月の進級テストの際に、 必ず合格できるように進級基準の細分化を行いま

す。 ６７ 段階に変更

（２）子どもスクール ・進級できない子どものフォロー

子どもスクールで各Ｊｉｊ の進級テストで合格にｉきらなかった生徒に対してフ ォ【こ】 －ア ップ

教室を実施し、レギュラーのクラスだけではなく、特別な時間を新たに設け水泳技能の

習得チャ ンスを拡大し、水泳教室継続のモチベー ショ ンア ップを検討致 します。

（３）外部の水泳大会への積極的な参加

子ども水泳教室で習得された力量を弊社開催水丿永大会や県・ 市Ｅ水泳大会に参加するこ

とにより、１１なるパフォ ーマンスの向上意欲を刺激 し水丿永教室へ参加するモチベーショ

ンア ップをｌｆｉいます。
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（４）プライベー トレッスンコースの実施

一般遊泳者の来ない時間帯を利用しまして、 大人対象に少人数 （２～３ 名） の参加者限

定のプライベート レッ スンを戛施し、ＳＳＵのニーズに対応します。

（５）タイムリーな体験会の実施

例えば、 【小学校で因っている水湎、の予Ｓ ・復習】 というお声にお応えするべく、 タイム

リーな体験会を実施し、市Ｒの方に納得 して水泳教室にご参力［］ いただけるように してま

いります。

（６ ）短期水泳教室（春・ 夏・ 冬休みを利ｊＥ目）の実施

短期間（およそ３～５ 日間）水泳教室に通っていただくことで、よ り５永ぐ力や技術が確

実に身についてきます。そのこ とを契機にレギュ ラーの水ほ教室への参力【】を ｌｉ し参力口者

増を図り ます。

（了 ）その他、その時代に合っ たカ リキュラムを導入致します。

く匏ｌほＳ売ショ ップ拡・についてン

売上を上げる戦略と致しま して、大手スポーツ企業とのタイアップによるシ ョッ プの大

幅な改装を１モｉいたいと考えています。また、 お客さまの必要とされる買いたい物の要望を

事前に・ぬし、売れ筋ライ ンナップを仕入れ売上の向上を目指します。

３７
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ＶＩ　串　　゛の経営基

（１ ）財務諸表等による経営分析

弊社の財務状ＩＲ （過去３年間）

過去 ３年間で令和 ２年度は新型コロす感染予防策の為、§事業所の休館措置を行 つた為

に、 弊社設立ぷ来の経常損失ム １３，１ ００ 万Ｆ９の決算となりま したが、 社員の給与の調整

は・く５わず従業員の生活の安定を確保する経営判断を代表Ｒ締ａの判断により 敢？モｉし

ました。 その経ｉ５Ｒ、従業員の士気を高めるこ とができ、令ｌｉＤ３ 年まには経常禾！』む

へ２，３００ 万円にまでＶ．宇回復ができま した。

（単位： 千Ｆ９）

年　度

営業収入

営業支皀

当期損益

■積損益

令和デＥ年度

３，０１ ５，３５２

２，９３２，９１６

８２，４３６

８２，４３６

※当期損益には営業外収益収支を含んでおります。

令手口２年度

２，５５３，０８４

２，６８５，０１１

Ａ１ ３１ ，９２７

Ａ４９，４９１

令和３年度

２，９１ ８，７０２

２，７９４７９４

へ２３，９０８

７４，４１７

（２）金融磯回やＵｊ資者からの支援体制

台融機関の支援体制も万全であり， ぷ下の当座貸越契約（コミットメン トライン）を結び，

緊急時でもａｌ］融資が１１けられる体制を整えております。 （融資額 ：４億１ 千万Ｐヨ）

（単む： 千Ｆヨ）

金融磯回名　　　　　　　　　　■座貸越限度額

Ｅ井住友銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００，０００

りそな銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ００，０００

みすほ銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０，０００

南都銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０，０００

関西みらい銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ００，０００

合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１ ０，０００

（３）上記ぷ外で特別に記載する事項

特に記載事項はございません。
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ＩＸ　個人情報及び情報Ｓ開に関する事項

（１ ）個人情報の保護に関する具体的なＲ組み

１． 個人情報保護をはじめとした法令遵９についての体制、考え方

弊社はごれＪ ＩＥ目者、来館者等の重Ｓな個人情報をＲり扱う事業者と して、個人情報保護

法を遵守することはもとよ り、 「南あわ じ市」に準じて個人情報保護規程を定め、これ

を実 ぞモｉ、 維持することによ り重要な個人情報の権利・ １４」益の保護に努めます。個人情報

保護体制確ｔＬに向けて、 個人情報をＲ扱う職員には弊社制ｘｉ？の個人情報保護管理Ｍ修

を受講し毎年再９修を？モｉう対応をと っており ます。

２。 個人情報保護に関するガイ ドラインへの対応

個人情報保護対策として弊社では、 経済産業省による、個人情報の保護に関する法律

についての経済産業分１；を対象とするガイ ドラインを参考に次のような対策を実施して

います。・

１） 組織白Ｓ］安全管理措置の一例

個人データを取扱う情報システム運ＪＥ目者の設置ａび担当者の限定

２） 人的安全管理措置の一例

委託契約等における委§モ先との非開示契約の締結

３） 物理的安全管理措置の一例

個人データを９管するサーバー等の安兔管理上京び環境上の脅ほ等からのゆ】理白１］保護

４） ＩＤ とパスワードによる§Ｓ証の実施

５） ウイ ルス対策ソフ トウ ェアの導入

６） ファイルの日時更新

これらの対策を今後も実施することで、 「慣れ」 を排除し、弊社社員を対象

としたＦ修を実施 し、 意識の向上を図るとともに、チェックリストに基づき

年に１回総点検を茣施しています。

３。 日常の業務における取組み

へ） 娶．ＪＪｌｌ申Ｒ靄等個人情報をきむ夕靄等は、 机上に放置せず、 キャ ビネットなど指定の

場所に保管します。

２） 加」用台帳や５１４Ｊ ＪＥ目関連靄Ｍなど個人情報を含も書類を保管するキャビネッ トは、毎

日職員が退館する際に施錠 します。

３） パソ コン起動時にはログイ ンＩ ＤＲび５ｉ？期的に変！ｌが必・なパスワー ド入力が必要
で、 誤つたパスワードを連続して入力するとログインができなくなります。

４） ＵＳ Ｂメモリ ー等のＲ憶媒体に個人情報を含むデータを保存することを禁止 してい

ます。
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４。 機密書類 ・パソコン等のセキュリティ

情報セキュリティ に関する留意事ＪＩをまとめ、 パソコン周；Ｚ；！等の目に付きやすい場所に

掲示し、 Ｓ人情報のＲ扱いに対する意識を啓蒙します。パソコンのＲ扱いにＳ熟した者

を管理者に任命し、定期的なウイルス定義のｇｌ新やネッ トワークのセキゴリティ設亭等

の保守・ メンテ穹ンスを確実に行います。

タイミング

ユーザー によ る登録時

データ登録後

データ廃棄回

管理の徹底

対応力Ｓ

鍵付きロ ッカー

確実ね：ｓ４

システムの強化

・人情報へのアクセスＳＩＳ

パスワー ドの設定

パスワー ドの変更

管理の徹底

リスク　　　　　　　　　　　　　　　　 対応策

ネッ トワ ーク上の第五音　 ・ＳＳＬ をｌＪｇ し、 デー タを暗ｇ化するこ とでｇみ読みをＳ止。

による盗み読み

データペースへの不正ア

クセス

デー タ送受信 Ｂｉの第三者

による不ｉＥＲ得

ぞｉＥな持ち出し

不正持ち出し

・Ｆ／Ｗ のア クセ スＩＪ能端末の限定

・権限コント ロールによるアクセス可能者の限定

・アクセスログ収集

・監視によるアクセスＳ視

・ホームペー ジなどで利用する場合は、 ＳＳＬをｌＪ ｊｌｌｌ し、 デー

タを暗証化するこ とで解読を・止。

・運営上必要なやりとりの場合、メールなどによるデー’夕送

受信の禁１ｔ。

・授受媒体を限定した上で、授ｇ管理表による管理を実施。

・授受媒体を限定した上で、授受管理表による管理を実施。

・Ｓ体への書きｉ２ｓみカ喝Ｉ能な端末と権限を限定。・

・媒体への書き込みがｉｌｌ能な端末匕権限を限定。

・Ｓ存している媒体への種Ｓ・ 数菫を管理し、シ ュレ ヅダー
ｌ

などで読みｎり不能な状態になるように、確実に破棄。

ｒｌｇ　容

・事務所や個人Ｓ報の保管場所の鍵の管理徹底

・個人情報を記録した§各種媒体の持ち出し禁止

・個人情報の記載された害１１の倉回Ｉへの鍵のＲりｆｉｒけ

・Ｓ人情報の記憶に使用した各種媒体は、物理的に確実に破棄

・ウイルスの侵入やぞｉＥアクセスなどに対するセキュリティ対策実施

・個人情・を吉むデジタルデー タア クセ スするスタッ フを制限

・やむを得す、各ＩＩＳ体にＳ人情ＳをＳ憶させる場合はパスワー ド付与

・ロ ゲイ ンパスワ ード や各種記録媒体パ スワ ード を定期的こ変・

・Ｓ■局や■人情報の■管場所の鍵の管・徹底
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５． Ｓ人情Ｓ保護規程１

平成２０年４月１ 日制定

個人情報保護規定

（目　 。的）

第へ 条　 この規程は、 当社が取り扱う個人情報を適切にＳ大の権利 れｊ益を保護すること

を目的と して定める。

（用語の定義）

第２ 条　 この規程にお いて使用する目語の定義は次の とお りと する。

①「Ｓ人ＳＳ」とは、 生をするＳ人に関する情報であ って、当ち、・ｎＳにきまれる

氏名、生年ＪＥ目 日、 個人別に付された番号その他のＥＳ、画像も しく は音声等により

当該個人 咫：Ｊ鴇ａで きる もの （当該情報のみでは識別で きな いが、他の情報と容易に

照合することができ、 それによ り当該個人を識別できるものを含むまれ、暗号化等

によってＳ匿化されているかどうかを問わない） をい う。

②「・人」｜肖Ｓ９１ＷｌｌｉＵＥ者」 とは、この規程においてＩＳ名されだきであって、・人

情報の保護について統括的責任と権限を有する責任者として、 個人情報のＲ扱いに

ＲＩする力針、施策を決定および実施する者をいう。

③「Ｓ人９Ｓ管・き」 とは、この大ＱＲＩにおいてｍ＝呂 された者であ って、Ｓ人９Ｓ９■

管理責任者の指示の下に、 担■する分野における個人情報の取扱いに関する方針、

施策を具体化 し実施する者をい う。

④「本人」と は、 ・人 ・１鴦覧によ って ほＳＵされる℡人をい う。

（１４Ｊ ＪＥ目目的の特定 ・収集の範回）

第３条　個人情報の収集は、利ｍ目的をできる限り特定し、その目的の達成に必要な限

度に おいて行わ砥、ければならない。

（収集の方法）

第４条　 個人情報の収集は、適法かつ２ｉＥな手段によって行わなければならない。

（特定の個人情報の収集の禁止）

第５ 条　 次に掲げる種類の内容を含む個人情報に ついては 、こ れを収集 して はな らな いｏ
・

意図せずＲ得 した場合において は、 直ちに廃棄等の措置を とり 、これを利ＪＩしま

たは提供してはならない。

①人ＩＩおよびＲ族
丶

②ｒｌｌ ｔｔ！３および本籍

③郛、穀、ＳＳ、 ＳＳ、ａｉ台 白！］見解および労働組合への力口入

④加きｇに凖するＳ人のら鳬に関わ る・｜ＩＳ
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（Ｒ用目的等の通知・ む表）
－

第６条　個人情報を収集する場合には、 その１」用目的等次に掲げる事項をあらかじめ２

表し、または収集後すみやかに本人に通 知。 もし くは公表 しなければな らな い。

①Ｓ大ａＳＲａＷａ責ＥＥきまたはそのｆｉＳ大のａ名または圖名、Ｍ属および連絡宍
②・人情Ｓの・ｍ目的

③■大９Ｓの第三きへのヨはを１モｉう ごとが予豐。されるＳ合［利用目白１］の・まに

必要な範囲内 にお いて個人情報 の取扱い を委託す る場合および次２ 号の場合を

除く 。） には、提供する情報の１１ 日、 提ｇ＝ｔ先、 提供目的、提供期間

④・大・報を特定の第ＥＳとＭ回で利ｌｉｌするＳ台は、 Ｍ同 して 禾！」用 され る・｜肖Ｓの１１

日、 Ｅ！＝！ミ同利用者の範囲、れ同の利用目的、管理について責任を有する事業者

⑤本人のまめに応じてＳ大９報の第Ｅきへのｍ＝ｔを９止することとして・Ｅ・に

提供する場合 （オプト アウ トを行う場合）は、第Ｅ者への提供を利ｍ目 的とする

こと、提供する情報の璢ｉ 目、 提供の手段または方法、本人の求めに応 じて個人情

報の第Ｅ者への提供を停止すること

⑥Ｓ大９Ｓを当社にｍ＝ミＥするか否かが本人のＥＥＳである場台はそのぽおよび当は

情報を提供しなかった場合に生じる結果

⑦Ｓ大・９の開示をまめる縦１４』、開示のＭＳｉａｍＳがＳつているＳ合にＫｌｉＥｉ６加

また は削除を要求する権利、同意のない 目的外利 ＪＩ もし くは第五音提供が行われ

た場合に消去または利用停止を要求する権利およびこれらの権１」 を行使するた

めの具体的方法

（本人から直接書ｌｉ等で収集する場合の措置）

第了条　本人から直接書Ｓ等（電子的、 磁気的方ｉｘ；その他、大のタミ［］覚によっては認識す

ることができない方式で作られる記録を含む。ぷ下において同 じ。 ）に記載また

は記録された個人情報を収集する場合に は、 あらかじめ利用目 的を本人に明示し

たうえでａま しなければな らな い。 ただ し、 大の生６、４イ本靠た は回オ産のＳ・の
ために緊急に必要がある場合は、この限りではない。

（ＲＪＩ目白りの２表等の例外）

第８ 条　次に掲げる場合は、第 ６条第２号の利用目的の通タミ［］ また は２表、 および前条の
１４』用 目的の明示を行わない ことができる。

’①お用 目白１］ を本人に ｌｉ タミ［］ し、 また はＳａするこ とに より 本人 またはＳＥきのｔＴ妬、

身体、財産その他の権利１」むを害するおそれがある場合

②お用目 白Ｊりを本人にＷｙ、［］ し、 または２ａするこ とにより自社の権ｌｑ」またはｍｉなｌｑ」
益を害するおそれがある場合

③ｌのａ関または加た２Ｍ回体がまちの定める事Ｍを・５する こと に夕１１ して・力

する必要がある場合であっ て、 利用 目的を本人に通知 し、 または公表す る。 こと
４

により当該事務の遂行に支障をＲぼすおそれがあるとき

④Ｓ、得の｜犬ＳからみてｊＲＪＪｉｌ 目白１１がＥ！ｇ らかであるとＳめられるＳ合
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（利用の範囲）

第９ 条　 個人 ・｜戔報の歟ＪＪＥ目 は、 次の各号 に掲 げるＳ合 を除 き、 Ｒ」用目 的の達成 に必・な範

回内でのみ行わなければならない。
４

①本人の回ｌ （当社が必Ｒ事皿ｍによりｊタミ［］し、本人に才目絶の磯台を与える

手続きを実施 し、 本人からの反対の意Ｓが表明されない等の黙示的方Ｓによるも

のを含も。功、下において回じ。） を得た場合

②当社の５ｉ！ｉちにａづく権５Ｒ」の５匝または義ｇの・１モｉのために必ＳなＳ台

③大の生命、 身体また は！！オ産の９護のために必要があ る場台で あっ て、 本人の同意

‘を得ることが困難な場合

④む衆衛まの向上またば児まのａ圭な育攷のききのためにｇに必Ｓがある場台で

あって本人の同意を得ることが困難な場合

⑤・の磯回も しく は加方２Ｍ回体またはそのＳＲを９けたｔＴ呼ま態の定める事ｇ

を遂ｆｉする こと に対 して協力するむ要がある場合であっ て、 本人の回意を得るこ

とにより■該事ｇの遂ぞｉに支障をＲぼすおそれがあるとき

（第五音への提供）

第へ ０条　当社 は、 次の場合にのみ、 個人情報 を第Ｅ者に提供をする ことがで きる。

①Ｓ６Ｓ・３ｇの事］１をｌｉ タミ［］ したうえで、 本人の回京を得たＳ台

②１」用 目白！］ のＩＥ成に必Ｓな範回 １ち］において、 ｉ１ ４鶚、に ｘｉ２める措置を講じたうえで

個人情報の

Ｒ扱いを委託する場合

③Ｓ　６　１１第４ｇの事１１を本人にａｘＤ しまたは２表したうえで［２きの場合は祖続白１］

にｉモｉ うこ とを要する。 次号において同じ。） 特定の第三者と共同で刮目する場合

④Ｓ６Ｘ・５ｇの事１１を本人に嘔蓙］しまたは皿し、本人の求めに６ じて・Ｅ

者の提供を停止することと したうえで提供する場合

⑤肖社の ５１！ｉちに 基づく権ｙ」 のｉモｉ 使ま たは義ｇの・ １モｉのために必要なＳ台

⑥大の生６、 ４イ本またはＭ産のＷｋのために四皿る場合であって、本人の同１

を得るこ とが困難な場合

⑦２衆素生の向上またば咒ｔのｔ兮鷙、育ぼのを亂のために特に必要がある１台で

あって本人の同意を得ることが【１難な場合

⑧【ヨのａＭもしくは加た２Ｍ回イ本またはその■§＝Ｅ を■けたも替玉ちの定める事Ｍ

を遂 １モｉす るこ とに対して自力す る必Ｓがある１台であ って、本人の同ミ、を得るこ

とにより当該事務の遂行に支障をａぽすおそれがあるとき

（機微（センシティブ）情報について）

第ヘ ヘ条　機微 （セ ンシティ ブ） 情報 （門地、 本籍地、 保険Ｅ療等） について は、 次に掲

げる場合を除くほか、 取得、利用又は第Ｅ音提供を行わないものとする

（へ ）法令等に基づく 場合

（２）大の生命、 身体又は財産の保護のために必要がある場合

（３）な：３、衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のため特に必要があ る場合
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（４）・の磯回若 しく は地方２ ｊ＝ｔ回体又はそのＳ託を ！ｉ けた者が法令の定める事

務を遂行することに対して協力する必要がある場合

（５）・宗Ｓ ｌａ事務等の遂１ニｉ に必Ｓな範回 にお いて、政治、 宗教等の回体等若し

くは労働組台への所属若しくは加盟に関する従業員等の磯Ｓ（センシティ

ブ） 情報を９、得、利用又は第Ｅ者提供する場合 ’－

（個人情報のにＥ確性の確保）

第１ ２条　個人情報管回春は、個人情報は１４ＪｊＥ目 目的に応 じ必要な範回ｐｌＳＪ において、にＥ確か

つ最新の状態で管ヨするものとする。

（個人情報の安き性の確保）

第１ ３条　Ｓ人情報保護管Ｓ責任者は、Ｓ人情報への不当なアクセスまたは個人情報の

紛失、破壊、 改ざん、 漏洩等の危険を防止し個人情報の安全性を確保するた め、

必要かつ適切な相識的、人 的、 物理的および技術的安全管理措置を定め、実施し

なければなら ない。

（Ｓ人情報のＲ扱いに関する従事者の責務）

第１ ４条　個人情報のＲ扱いに従事する者は、 法令およびこの規程の定めはもとより、個

人情報保護管理責任者および個人情報管理者が定めた基準等も しく は指示した

事項に従 い、 個人情報の秘密の保持等そのＲ扱い に十分な注意を払 いつつその業

務を行わなければならない。

（個人情報の１匹処理に関する措置）

第１ ５条　個人情報管理者は、個人情報の委託処理を行う場合は次の措置を、 とらなけれ
ばならない。

①１４」用目 白！ｊのままにｍｍにおいて、 ・｜肖Ｓ６１１その６の作業を■８＝Ｅするた

め・人情報を外部に提ｇ＝ｔする場台においては、十万にＳ人情報を保護すること

ができる者を選定 しなけれぱならない。

②・人ｌｌ鴦鼈のＲＳいについて、 ・社のｍ示のぎき、Ｓ人・｜肖Ｓのまｔ■９ （Ｓ央、

破壊、改ざん、漏洩等の危険の防止措置等） に関する事項、再委託に関する事

項（ＳＭ；きの承諾のない肖ま をＥの禁止・ 再委 §モ先への監督等）、 管理責任者の

選任、｀ 当社による℡扱１犬Ｓの確認の方法 ・頻度（報告の実施、 謂１査の協力等）、

事故時の措置 ・責任分担等の事項を含も委託契約を締結したうえで提供しなけ
れぱならない。

③・ａ＝ＥＲＭ］は、 Ｓｉｌで締Ｍするものとし、契約の｜；ちｌ宕が遵９されていることをｘｉ？

期的に確Ｓしなければならない。　　　　　　　　　　　　　。

（本人の自己情報に関する開示、ｒｒｉＥ等の請求）

第１ ６条　個人情報管理者は、本人から自己の情報について開示を求められた場合は、原

則と して、潜りな く、 当社が保有する当該個人情報（当該個人情報が存在しな

いＳ合はその 旨） を、 書Ｓの交 ４なまた は本人の回息 した方Ｍｉに よっ て「開示する
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ものとする。 ただ し、 次の各号に掲げる場合は、 本人に理 ＥｔＥＩ を説明して、 その

全部または一部を開示しないことができる。

①本人または噪こ勉の生ａ、身 ４本、財産その６の縦 １」■むを■するおそれがある

場合

②当社のＭｇのａｍな実Ｓに・ しいを區Ｔを皿、すおそれがある１台

③５ｊ！ｉちにＭづきき社が開示を求められたＳ台

２． 個人情報管理者は、本人か ら、 個人情報の内容について事実に誤りがあると して、

訂ｍ、追加ま たは 削除 （以下［ き］｀ｉＥ等」と いう 。） を求めら れた場合 には、利用
ｊ

目的 に照 らして合理的な範囲で遅滞なく 調査を行 い、 その結果 に基づき訂ｍ等を

行わなければならない。また、 Ｕｍ等を行っ た場合にはその内容を、行わなかっ

た場台にはその旨 と理由を遅滞なく 本人に通知しなければならない。

（本人の自己情報のｌｑ）用停止等の請求）

第１ ７条　当社が保有している個人情報について、 本人から自己の情報の加」用の停止。第

Ｅ者への提供の停止、 または消去（ぷ下 「利用停止等」と いう 。） を求められた

場合 は、 次の各号に掲 げる場合を除 き、 これ に衂 じな ければな らな い。

また、利 ＪＥ目停止等を行 った場合にはその内容 を、 行わなか った場合にはその旨

と理由を遅滞なく本人に通知しなけれぱならない。

①Ｓちにねづく・社のキｌｔ禾１」 の１うニままたは義Ｍの・ｆにのために！ＳＲな場合

②大の生ａ、 身イ本また四散の・護のために必要がある場台であっ て、 本人の回

恩を得ることが困難な場合

③２衆衛生の向上またはＲ龜の健２な育攷の翦ｔのために特に必要がある貪包

であって本人の四恩を得ることがｌａな場合

④【ヨの・関もしくは加力２Ｍ 回イ本ま たはそのｔｍけたきがＳちの定める事

務を遂行することに対 して協力する必要がある場合であっ て、 本人の同意を得

ることにより■該事務の遂行に支障をＲぼすおそれがあるとき

（請求の受付方法）

・１ ８条　前２ 条の請求の・付は 、・ｍ方Ｓと してまの事項を定めてあらかじめ２表し、

本人または代ミ人であることを確ａＳしたうえで１モにわなければならない。ただし、

法令によ り別途開示等の手続きの定めがあるＳ合はこの限 りではな い。

①申 し■宍

②串 し■のたＺ、 求めにＳ して提・すぺきＳｌｉおよびその様弍

③本人またはｔｌ万人であるこ との確櫑お萢

④第 へ５Ｗ亟へＩ回により開示を１モｉ うにつき手ＳＢをＳａするｌ１合はその額
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（Ｓ人情報保護管ミ責任者および個人情報管五日？者）

第１ ９条　個人情報保護管理責任者は、総務部門を分掌する総務部門Ｒとする。
２． 個人情報管理者は次の通りとする。

①事業部にＳる、 ご１ＪＦ目き情Ｓ　　　　責日Ｅき

② 笆゙業開ｊｔ部にＳる、 ごｌＪＪｌｌき９・　　 ｇｔ日当き

③を集員等ｌｌｌＳ　　　　　　　　　　 緇ＳＳｒ¶ＩＲ

④そのきのＳ人ａＳ　　　　　　　　 Ｓａ部Ｐ？ＩＲ

（監査：）

第２０条
ｌ

個人情報保護管Ｅ１１責任者は、年 ｜回個人情報のＲ扱い状Ｒを監査しなけれぱな
らな い。

（お客さま情報に関する特則）

第２１条　お客さまに関する個人情報については、 次の通り取り扱う。

①Ｍ５条にかかわらず、９ｇＺ確ほのために必要なＳ台は、お８さまの６身にかかわ
る情報を収集し、 ｇＪｉできる。

②第 １６ Ｓにかかわらず本人のｔめるサービスのＳＭができなくな るｊ１台 は、 ｌ」 ｌｉｌ
停止等を行わないことができる。

（従業員等情報に関する特則）

第２２条　従業員等とは、次の各号のいずれかに該肖する者および過去に該当 した者を
いう。

①ＭＭ大１１ｍ第 ７Ｘ に定める手続によ り社員と して １宋用されだ き、 回Ｅ、アルバイト、
その他期間を定めて雇用される者

②前ｇに規ｔするきになろうとする＝彪

③自社が・向夕ｔである皿皿

２． 従業員等の個人情報（従業員等情報）については、次のｉｉり Ｒり扱う。

①第 ５ｊｌに かかわら ず、 ユニ オン ショ ップ協定のＳ Ｉモに、 Ｓ・組合費のＳ与き除等ＩＥ

レ肖なＩＩＥＩヨ があるＳ合に は、 労働組合への加入にかかる従業員等情報をａ集し、ｌｊ
ｍできる。

②Ｓ５４にかかわらず、健康８Ｓ断または本人も しく はＥ回ｉ・からの竈虱によ り従業
員等の６身にかかわる情報を収集し、就労のＩＪＳ判断に １４Ｊｍすることができる。

③Ｓ １６ ４にかかわら ず、 ＳＳのｍ＝ｔ をｉＳけるこ とがｌａになる場台は、利ｉｌ享止
等を行わないことができる。

３． 従業員等情報の開示に関する事Ｉ肖、その他従業員等情報の取扱いに関する重要事を

定めると きは、あ らか じめ労働組合に通知し、必要に応じて協議を ｉモｉい 、重要事項

を定めたときは、 遅滞なく従業員等に周タミ［］ しなけれぱならない。
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（法人等に関する情報）

第２３条　法人および法人格を有しない団体（法人等） に関する情報についても、 前条までの

規定に従い回り扱わなければならない。 ただし、 一般にｍ。Ｅ妥■と認められるＳ人

等の情報のＲ扱いに関する慣行が存在する場合は、ｌｑＪｍ目的、 情報のＪ、［］性等を考

慮したうえで、それに拠ることができる。

（罰則）

第２４条　個人情報保護規Ｗの定めに違縦 した場合、就業規則が適用される力に対 して

は、 就業規ｍの定めに基づいて懲戒処分や損害賠償請求が１モにわれる場合があ

る。

２　就業規冤の適ＪＥ目されない従業者が個人情報保護規程類の定めに違ａ した場合は、第

へ項に準 じた措置を講 じる。

３． 当社 は、 自ら違反を申告した従業者に対 して、処分を軽減または免除する場合があ

る。

付　則： この規程は、 令和 ４年 ４Ｊ目１ 日から改定する。

６。 危機管ｌｌ： コンプライアンス体制に関して

へ） ５ｉ！ｉ令等遵９の体制

コンブライアンス （を、令等Ｓ守） とは、５ｊ！ｉ令のみならす、 ５２１令 （法律・ 施行規覧

等） 、内部規程、 ルールはもとより、ま業倫理や社会規範に至るまで遵守することを

いいます。弊社では、 「コ ンブライ アンス（法令等遵守） 宣言」、 および「５２１令等遵守方

Ｓ十」を定め・役職員のま令等遵守意識を向上させミ 業務の健全性および適ｔ２］性の確保に

努めています。

２） ｉｉ！ｉ令等遵守方針

弊社は、 法令等遵守の定義、絽織、 役割等を定めることで、企業倫理の確立と法令等

遵守の企業風土を醸成 し、 当社の業務の健全性および適切性を確保することを目的と

して 「法令等遵守方針」を定めています。また、 「法令等遵守規程」を定め、体制整備、

研修 ・啓蒙活動、 分析 ・評価、 改善等の法令等遵守態勢の整備 ・確立に努めています。

３） ａ社会的勢力に対する基本方針
Ｓ

弊社は、 基本理念を十分に自覚のうえ、 地域とともに歩み、地域の皆さまより信頼さ

れる企業として、 健全な業務運営に努めています。弊社では、 「役職員１モｉ動規範」に則

り、 あらゆるま令や各ＭＩルールを遵回 し、 決して社会規範に蕗く ことのないよう、生

令等遵守の徹底を、業務の健兔性および適ｔｊ］性を確保するための服重要課題のひとつ

と位置づけています。 また、役職員が遵９しなければならないき令等の解説や違法ｉモｉ

為を発見 した際の対匹己について、 具体的に説回 し全職員ｔぼ兔等遵守息獵の

向上に努めています。 コンブライアンスを実現するために、Ｆち］部管ミ態勢の整備 ・強化
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営業部

寺井部長

ＣＰ担当

に向け、 全役職員が一丸となってＲ組んでいます。弊社では、 コンプライアンス （法

ち等遵９）に関する事項について検討・協議を１モｉうため、 社Ｒを委員Ｒとするコンプラ

イアンスＳ員台（賞罰委員会） を設置し、コ ンプライ アンスに関する施策の検ＳｉｌＲび

評価を行 つています。 また、各部および事業所に 「コンブライ アンス責任者」および

「コ ンプライ アンス担当者」を配置 し、 事業本部への報告ライ ンを整備するなど、コ

ンプライアンス関連情報のーデｉｉ管理に努めています。 特に、不：Ｉ ？モｉ為や］Ｆ祥事を含む

コンプライアンス関連情報につきま しては、 緇９部が一ｊｉ的に収Ｓ一 管理 ・Ｍ析・ 検お

をｌｊい、速やかに覧締役会へ報告 しています。 そして、 問題点を含むコンプライアン

ス関連情報につきましては、「懲罰Ｓ員会」 を通じて検Ｓ・協議を１モｉいます。また、コ

ンプライ アンス関連情報を全事業部へ還うｉ し情報を共有するなど して、不祥事件の未

然防止や内部管理態勢の整備・強化に努めています。 また、コンプライアンスの実ｍに

向けたＲ組みとしては、緇素部主導のコンプライアンスＭ修会を実施するほか、 顧問

弁護士、 講師による役職員コンプライアンス研修会を実施 し、 内部管理態勢の強化に

努めています。

４） コンプライアンス （ｉ２ｉ令等遵守）の体制回

代表取締役

５ＪＩＩ　端

取締役会

Ｓ加 ・小林・ 寺井

保険事Ｍ部

星加部長

ＣＰ 担当

人財開発部

ｃ‡］村部長

ＣＰ 担当

コンプライアンス

委員長

コンプライアンス

委員会

コンプライアンス担当

総務部： 小仁

事業部

小林部長

ＣＰ 担当

事業所： 社ａ、非ｉＥ規職員
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顧問弁護ｔ

大ｎ：橋事務所

气

ｃＰ ホッ トダイヤル｜＼

管Ｒ部

屋加部長

ＣＰ担当
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５） コンプライアンス・ホ ットダイヤル制度

弊社では、手工Ｅ行為 ・違法行為の素生を防止するため、 通常のコ ンプライ アンス関連情

報の報告ライ ンのほか、懲罰委員Ｒへ直接、 報告 ・相談ができる内部通報ラ イン （コン

プライアンス ・ホットダイヤル）を確保しております。この内部通報ラインは、 社員の

法令違反行為、就業規則違反等の内部規則・ 規定違・行為、またはそのおそれのある行

４を認Ｍ］したＳ台、 事業所１九のルールに基づいたたまにより、 コンプうイアンス懲罰１

員Ｒへの１！ＳをｑＪ能とする歓亀で、ｍｍ匹為の生じにくい環境を４午りｌすこ

とを目的としています。また、 誰にも相談できすに＿こ人でＳんでいる社員についても積

極的な利用を促進するなど、社員の働きやすい職場環境の整備に努めていま す。

６） 顧客保護等管理力針

弊社は、 「顧客保護等管理力１十」 に則 り、 業務の健全性および適ｔ；７〕性の確保するため、

会員を含めた事業所利用者の保護の重要性を充分に認識するとともに、 ぷ下のＪＪＩ目

の管理を行います。

①顧ＳＳＢＪＩＷ・　②顧８サポー ト苓゙管９　③Ｗ四曜匹　④タ１、ぢ翦Ｗ低ミ

⑤恥ＪＭキ目ａＷ■に関する規Ｗ等にｍ り、 顧ｔＷ慝馬の字萵・ｌ生を確９するため、管∃Ｓ

勢ごとに管理責任者を設置 し、 業務部および事業所が一体となった管理を１モｉ う組織

体制の整備・確立に努めています。

－４９



了） コンプライアンス推進指針

弊社、職員はコンプライアンス推進指針に従い日常業務に回り組みます。

／
コンプライアンス推進指針

第１ 章　：１業の使命と社台的責任

ちたちは新しい価値の創造に努め、 企業の継続的発展を図るととも

に企業の社会的責任を積極的に果たすことで、社会の健全な発展に

貢献します。

第２章　法と企業

もたちは国内夕｜ヽのを鳬、会社の規則を遵守し、健全な社会の一員と

して行し、

ａ社会的勢力とは一切の取引を待たす、 これからの勢力からの不当

な要求に

応じません。

第３ 章　事業活動と価値の創造

私たちは社台の信頼が得られる安全なサービスを提供します。

第４ 章　２にＥと誠実

ちたちは事業ＳＩ力において、 自由で２正な競争とＭＳな職Ｍ執５に

努めます。

第５ 章　安全と環境

私たちは安全の確保と、人類共通の課題である地球環境保全に自主

的、 積極的にＲ組みます。

第６ 章　人権と企業

私たちは事業活動において、人権を尊重 し、 健康で明るく 働きやす

い職場を作ります。

第了 章　情報と企業

私たちは情報の保護と企業情９のｍ しい開示に努め、 広く 社台との

Ｆ９滑なコミュニケーショ ンを積極的に行います。

第８ 章　Ｓ際社台の企業

私たちは国際社会の一員と して、関係各地域の発ｌａに貢献します。

第９章　を業論ヨの確た

ちたちはこの 「１モｉ動指１十」に基づき、 グループ台社やＲ５１先と緊密

に協力して、 企業論理の確立を目指 します。

附　則： この指針は、 平成 ２５ 年４月へ 日から施行しまｊ。
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（２）情報２開に関する具体白りなＲ組み

情報２開への対応

弊社は、 南あわじ市情報２開条ＭＩこ記載されております （目的） Ｓへ 条「この条例

は、 ２文章の２開を請求する権利を明らかに し、 Ｒび情報２開について必要な事項を

定めることにより、市ＲのタＥＤる権利を尊重し、市政に関し市日に説明する責務が全う

されるようにするとともに、市民の市政に対する信頼と理解を深め、市Ｅの市政への

参加を推進し、も って地力自治の本旨に即した市政の実現に資することを目 的とす

る」 に則って開示できるものは、全て２開致します。

市ａから、指定管Ｓ者施設に情報ａ開を求められた場合のフローチャート

市　Ｓ

情報む開請求

本　社

南あわじ市温水プール

『サンプール』

報告 ・相談

資料開示

南あわじ市教育・ａ会

※弊社および南あわじ市市教育委員会と打合せしヌ又力の顧問弁護士に相談の上、Ｍ論

を・ し資料の開示を行います。

（３）上記ぷ外で特別に記載する事項

特に記載事項はございません。
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Ｘ　 その他に関する事

（１ ）競技力向上に向けたＲり組み

※資料等があれば添付してくだい

南あわじ市温水プール 『サンプール』からは１：自大会入賞音がｌております。

将来はオリンピック選手を目指して日ノマ猛練習しております。

２０へ８ 年度

２０１９ 年度

２０２０ 年度

２０２１ 年度

２０２２年度

増Ｅ日達瓶全国ＪＯＣ ジュニアオリ ンピックカップ夏季大会■揚

２００ｍ自由形　６位入賞　　　４００ｍ自ＥＩヨ形　４位入賞

１：国ＪＯＣ ジュニアオリ ンピックカッ プ春季大台・場

日本高等学校選手権水泳競技大会　ｌ揚

国民体育大会水泳競技大会兵庫県代表

４×２００ｍ　フリーリ レー　３位入賞

増Ｅ日達哉　・国 ＪＯＣジュニアオリンピッ クカ ップ夏季大会■場

４００ｍ自ＥＩ∃Ｓ　５位入賞

全国 ＪＯＣジュニアオリンピックカ ップ春季大会出場

（コロすにより中止）

日本高等学校選手権水泳競技大会　出場

国Ｒ体育大会水泳競技大会兵庫県代表
●

４×２００ｍ　フリーリレー　６位入賞

村上達香　き国 ＪＯＣジュニアオ リンピッ クカ ップ春季大会ｔ揚

村上達香　全国 ＪＯＣジュニアオリンピックカ ップ夏季大会・場

ｔ国 ＪＯＣジュニアオリンピックカ ップ春季大台■場

村上ほ香　全ｉ　ＪＯＣ　ジュニアオリンピックカップ夏季大会ｉＳ

全国中学校水泳競技大会出場
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（２ ）広報活動に関する具体的なＲ組み

奈パンフレッ トの配布，ホームページの開設など具体的に記載してください

広報 ・利用促進計Ｓ

Ｉ． 販促 ・宣伝広告について

ご利ｍ者サービス向上のための方策 （ご利・者要望の把握方法，運営へのａ８央力法等），

施設アピールを高めるためのぶ告宣伝を５：つてまいります。

２。 販促及び広告宣伝内容

新聞折２ｓ， ホスティ ング，市施鼈ポスター掲示，商業施ａポスター掲示， 回季宣伝１グッ

ズ配布（案） うちわ・ カイ ロ等

３． パンフレ ットで新規作成いたします．

南あわじ市施設の広報活用

ＪＩ　　　　　　タイトル　　　　　　　　　　　　　　内容
．３　ＪＥＩ　 新指定管ＩＩ者紹介　　　　禾ｌｌｍ時間や休館日 ・スクール１大｜容
４　ＪＥＩ　 スクール生募集　　　　　４ＪＥＩ スタートに『ａ』 けた新規入会特典など紹介
５ｊｌ　 レッスン・イベント案ｉヌｉｌ　　 オー ン後の様子を紹介し利ｍ促進する
６ｊｌ　 戛．休み水泳教室募集　　　・休み期回串の屋タ１ヽ－ルま伝・ 水１永Ｓ室募集ｇゴｌ・
７ＪＥｌ　 ｌｌ回者アンケート　　　　 １ミｌｌ・状Ｓによるアンケートを実施
８ＪＩ　 秋から始める健康づくり　　秋のキャンペーン紹介による入会促進
９Ｊ≡ｌ　体験案内　　　　　　　　体験を通じたレッスン参加型で入会促進を行う
１０　ＪＩ　利Ｊｉｌ者の・　　　　　　　利用者のＦを通じて健　の啓蒙をＱ示
１１ ＪＥＩ　 レッスン・イベント案ｌ大ｌ　　　施ａの様子をｇ介しｌｉｌＪｌｉｉｌ促進する．
１２　ＪＩ　体験案ｌ大ｌ　　　　　　　　体験を通じたレッスン参加型で入会促進を行う
．Ｉ ＪＥＩ　 利用者アンケート　　　　 禾ｌｊｍ状況によるアンケートを実施
２ＪＥＩ　春休み水１永教室募集　　　春休み期間４１の水泳教室の　 集紹介
３　ＪＥＩ　 進学進級キャンペーン　　 新学期より始める水泳の入会特典紹介

４。 ２共施設

市内のむ共施設にパンフレ ットやリ ーフ レッ トを設置 し， 配布させていただきます。
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獅

５。 情報誌折込によるチラ シ配布及び（Ｅ）Ｍ配送

南あわじ市の情報誌にてチラシ配布ａびＤＭ を各ｐへ輸送いたします。

広告宣伝Ｓチラシ （事例）

から＝
ｊ
Ｓ

ｅ
ｒ

９Ｓ－ｌンヅ３－ＸＺｆ肖
ｊｌ覃搴よ　１
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ｌｔり＝不足 解涓 １リ １１ Ｃり にも効
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ゾー仙，９荊てｔ

。７ＥＳＩＺリ
ｕｌ匍

１０　：　（Ｘ）～ １１　：　 ３０

７‘ ００～１３． ３０

１４ ：ＱＯ～１５　：　３０

Ｓａ ｌ搴ＩＳｌ、 眦ｌｌＳＳＳＩＳｙ加あ冫ｔ４．て、Ｓ犇
ｌ・ｔ●Ｓｌｔ、 －９１ｔｉｌｘ癲龜略腆●Ｍｔｌ。１１ Ｓ　 。＿
゛● ａ１●４．ＳＳ・４、４．Ｓ’、・加ｙ
。●　 〃● ”一之心〃

６。 住宅Ｆ５別配布

施設スタ ッフで市内各Ｆへ，施設案内及びスクール生募集チラ シの配布を， 年間計Ｓを立
て実施いたします。

※広報ぷ外での年間の広告宣伝計画

手段　　　４ＪＥＩ１　　５Ｊ１　　６ＪＥ１　　７ＪＥ１　　８ｊヨ１　　９ＪＥ１　　１０ ＪＥ１　 １１　ＪＥ１　 １２　ＪＥＩ　 リ１１　　２ＪＥ１　　３　ＪＥＩ

学校Ｅ布
一一一一－－一一一一一－－一－－Ｓ一一一－－

住宅Ｅ布
４亠 ≠Ｓ －Ｓ 加宍 ＳＳ Ｗか 回Ｗ Ｓ回 Ｓ回 回回 ａｉａ

新聞折ｉ２！

ホームページ

蜃共韶Ｔ

－・ｒスレタ
ー－ ＳＦ ｇＳ ＳＳ ｉａ ａａ ｉｙ ・Ｗ ＳＳ ＩＳ ａａ

ＤＭ 配送
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７。 ホームページ

弊社のホームページ《ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．／ｗ．ｎＳｉ－ｓｐｏｒｔｓ．ｃｏｊ ｐ》 に『サンプール』 （－監利用料金・

スクール１１報等）。 をご紹介します。’

〈弊社ホームページ事例〉

５．０７９９ －４ ２－４９９４
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（３ ）リ スクへの対応

※指定管理者として負担すぺきリスクに関する考え方などを記載してください

（リ スク分担表と連動 してください）

こｉごｒ ’Ｓ ｀‾，
－一

４ａ　 ｉｇ ｊ　Ｚ

１りｌｌ｀ｉ９？
ぷごｉ．．：
ＪｉＬ．．‾そ

ｊＦ｝ｆ

施設責任分担表Ｒび施設リスク分担表の記載内容に基づき、南あわ じ市さまと密に協議を１モｉ

い、 誠実にＭ務を遂行 してまい ります。

（４）地域活動への参力〔〕、 貢献に対する具体的なＲ組み

※地域のイベントや祭 り、 ボラ ンティア活動など地域活動への参加について記載 してください

１． 加ｌａのお祭りへの協賛金

２． 駐車場の提供

①湊ＳだんじりＳり

②グラウンドゴルフ大ｔ

③南あわじ市小き校陌？上大台

④５肖めとｔｊｉ１７］ヨ；

⑤そのｔｔ！！地ぼのイベント開・６

３． 水泳大会会場提供

①まＳ島交１水ｉ永大台

②き淡中き・ 高校 ・き量水ｉ永大台

③サンピック水壽、大台

（５ ）上記以外で特別に記載する事項

特に回戦事項はございません。
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